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文序

上の山遺跡は、櫛形町の西部に位置する上野地内にあ

り、以前より縄文式土器、土師器等の出土していた関係

者周知の追跡であります。昭和59年度に畑地帯総合土地

改良事業の一環としてこの遺跡を含む、農道の整備事業

が実施される事になり、町教育委員会では、工事に先立

って文化財保護法に基づきこの遺跡の発掘調査を実施す

ることになりました。その結果、縄文時代、弥生時代の

住居址、方形周濤墓、土拡、時代不明の濤、それに伴 う

遺物等が多数出土しました。これらの貴重な資料が今後

本町の歴史をひもとくいとぐちとなリアヤメの里づくり

をめざす、本町のふるさとづくりに役立つ事を願ってお

ります。最後に今回の発掘調査ならびに報告書の作成に

あたりご指導、ご協力いただきました皆さまに心から感

謝申し上げる次第でございます。

昭和60年 3月 15日

櫛形町教育委員会

教 育 長 河 野 菫
里



I 本書は畑地帯総合土地改良事業に伴う上の山遺跡発掘訓査報ir書 である。
I 発掘調査は日召和59年 5月 21日 から同年 8月 4日 まで実施した。出土品の整理等は昭和60年 2月 1日 から同
年 3月 15日 まで行った。

I 発掘調査組織  調査主体 一 櫛形町教育委員会
調査担当 一 清水 博
調 査 員 ― 百瀬忠幸 (東海大卒) 山崎和也 (駒沢大卒)吉岡弘樹 (東海大 )
事務担当 一 鶴田一雄 (町社会教育係長) 石川利夫

I 本報告書作成の業務分担は下記の通りである。
遺物の実測 清水、吉岡、小林、百瀬、大森   遺物の トレース 出口、渡辺、百瀬、大森
遺物観察表の作成 吉岡  遺構図版の作成 出口
I 石器の実測、分類、観察は、大森隆志氏に協力を賜った。
I 石質の鑑定は、柴田徹氏 (都立上野高校教諭)に協力を賜った。
I 本書の編集は清水が行った。執筆の文責は文未に記したが、主要な分担は次の通りである。
縄文時代の遺構 と遺物 ― 百瀬、弥生時代以降の遺構と遺物 一 吉岡、清水

I 写真撮影。遺構については山崎、清水、遺物については近藤英夫氏のお手を煩せた。
I 発掘調査、遺物整理において下記の方々に御助言、御協力を項いた。記して謝意を表する次第である。
保坂直重 (上野区長) 関根孝夫 (東海大学教授) 近藤英夫 (東海大学助教7x4) 末木 健 (県教委文
″化課) 田代孝、新津健、坂本美夫、中山誠二、保坂康夫 (県埋蔵文化財センター) 中田英 (4申奈川県
埋蔵文化財セ ンター) 臼居直之 (諏訪西中学教諭 )
I 発掘調査参加者
藤本和弘 (山梨学院大) 饗場宏、秋山昌寛、有泉雅人、青木英、有賀清仁、声沢文明、伊藤淳司、小笠
原淳、藤田稔、川名富美子 (山梨大)、 佐藤千佳子 (東海大)、 野中新市、穂坂今朝春、野中つる江、河

野芳子、古屋 なみ、桜田みさえ、伊藤与志恵、清水しずか、石川きみよ、石川ときじ、饗場よしみ、石川

かねじ、石川いと子、石川しげ子、中沢来、深沢道子、上国みな子 (一般)

I 整理作業参加者
小林宇― (東海大卒)渡辺順子 (春聞女学校卒)出 日真由美 (武蔵野美術大学)吋'沢栄、深沢道子、斉藤

みや子、饗場啓子、河野節子、上田みな子 (一般)

I 発掘調査時に作成された図面及び出土遺物は櫛形町教育委員会において保管している。

凡   例
1)遺構Noは原貝」として確認順である。但重複関係にあるものについては遺構が構築された順に従ってNoをふ

ってある。

2)挿図縮尺は原則 として次の通りである。
住居址-1/40、 同炉-1/20、 土琺-1/40、 1/20 溝状遺構-1/160、 1/40、 集石遺構-1/30、 土器実測図

-1/4、 同拓映-1/3、 石器-2/3、 V3、 1/6、 石製品、土製品、-1/2
3)遺構実測図における指示について。
遺構実測図の水系レベルは海抜高を示す。

方位は磁北を示す。

主軸方位は、主軸線と磁北とのなす角度で示す。

平面図中―。一は床面残存部、一―は推定線、一―は炭化物範囲を示す。

スクリーントーン、インスタントレタリングの指示は次の通 りである。

1  卜焼上、炉 |  |一石、●―土器、□一石器
追物は大数字で遺物番号を、小数字で床面からのレベルを示す。大数字は、本文、挿図、表、と一致する。

4)遺物図版について。
|  |― 赤彩部を示す。

例
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第 1章 調査に至る経緯
櫛形町上野区は、本町の西部に位置し古くから養蚕を中心とした農業地帯であった。この地

域を昭和48年度～昭和60年度を事業年度とする畑地帯総合土地改良事業の一環として、昭和59

年度に取 りあげ農道の整備が計画された。この事業に伴い町教育委員会では、文化財保護法に

基づく埋蔵文化財発掘調査を、山梨県農政部峡中土地改良事務所の負担金と昭和59年度埋蔵文

化財発掘調査に係る文化庁及び山梨県教育委員会の補助を受けて昭和59年 5月 1日 ～ 8月 4日

まで現地調査を行った。調査の過程で多くの遺構や遺物が出土したが、予定通り無事に調査を

(鶴田一雄 )

第 1図 遺跡位置図及び周辺遣跡分布図 〔1/50000〕
1-六科丘古墳 2-六 科丘遺跡  3-管 根遺跡 4-曲 輸日遺跡 5-北 新居遺跡 6-神 明遺跡 ,―十五所遺跡  8-高 尾追跡 9-御 坂 B遺跡 10-衡坂遺跡 "―伝嗣院遺跡
1,― 東原A遺跡 13-東原 B遺跡 14-長田D遺跡 15-中組追跡 16-新田遺跡 1,― 原田選跡 18-伊奈ケ湖追跡 iO― 上杉林遺跡 211-格城跡 21-下河原遺跡 22-上の東遺跡
お―河原遺跡 24-富士塚古墳 25-御崎北古墳群 26-下宮地遺跡 27-江原遺跡 28-上の東古墳 20-物見塚古墳 30-大畑遺跡、狐塚 1・ 2遺跡 31-坂上遺跡 32-後国遺跡
33-昼喰場追跡 34-川 上道上造跡 35-鋳物師屋古墳 86-aJ崎 前古墳 37-古屋敷遣跡 38-丸池古墳、刃塚古墳 39-上の平遺跡 411-上村古墳 41-鮎沢遺跡 42-住村 2号墳
43-御 前山造跡 

“

―住村 1号墳 45-条里遺跡 40-上の原遺跡 47-清水造跡 48-土居平追跡

完了する事ができた。
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第 2図 遺跡地形図 〔1/2500〕
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第 3図 遺構配置図 〔1/400〕



第 I章 遺 跡 の概 観

上の山遺跡は山梨県中巨摩郡櫛形町上野字上の山に所在する。櫛形町は甲府盆地西縁に位置

し、西半部は櫛形山麓及びその前面に発達 した市之瀬台地が占め、東半部は盆地床縁辺に形成

された扇状地形となっている。市之瀬台地は甲府盆地形成に与った地殻変動による丘陵状地形

であり、台地前面は1∞m程の比高差を持つ断層崖によって盆地と画され、前端には円頂丘が並

んでいる。台地上面は幾条かの河川によって小支丘にわけられている。上野山丘陵は市之瀬台

地の中央南寄りにあり、北を市之瀬川、南を堰野川に換まれ、東一西に延びる丘陵である。丘

陵縁辺は急斜面となり、先端部は小円項丘が発達し上野山と呼ばれるが、更に東側は南耳ヒ2つ

の小尾根に分かれ盆地床へ下降 している。上の山遺跡はこの丘陵中部北側縁辺に占地 し、東ヘ

向い僅かに降る緩傾斜面上にあり遺跡東端には南一北に小谷が亥」まれている。

「山梨県遺跡地名表」によると櫛形町には29ヶ 所の遺跡が記載されている。上野山丘陵上で
①

は、本遺跡に南隣し下河原遺跡が、西隣して伝椿城址が存在し、また小谷を隔てて東側の円頂

丘上には上の東古墳が占地する。古墳北側には上の東遺跡が存在し、更に東丘陵先端には物見

塚古墳が盆地を眸呪している。市之瀬川を扶み、】ヒ側の六科山丘陵先端には、六科丘遺跡、六
②                                                     ③

科丘古墳が存在する。この他台地上では、曽根遺跡、伝嗣院遺跡、長田口追跡、原田違跡、甲

西町昼喰場追跡等、縄文時代を中心とする遺跡が知られている。東方平地部では、本町に於て

は十五所遺跡、鋳物師屋古墳等が知られるのみであるが、甲西町に入ると江原遺跡、久保遺跡

住吉遺跡、御崎古墳群等、弥生時代から平安時代に至る遺跡が知られている。 (清水 博)
④

第Ⅲ章 調 査 の 概 要

今回の調査は農道整備事業に伴 うもので、発掘区は巾4m、 延長約 250mに亘る。丘陵北縁

に沿い約 190m東一西に延び、西端で直角に折れ更に50m程南へ続いている◇

5月 上旬に50cm巾のトレンチを1lヶ 所設け試掘を行った。基本土層は 4層 に分けられた。第

I層 は耕作土で20～ 40cm、 第Ⅱ層は明茶褐色上で粘性、しまり共に弱く20cm前後推積するが検

出しえない部分もあった。第Ⅲ層がローム層で40～ 100cm程推積し、第IV層 が黄白色軽石層と

なる。Ⅲ層上面で 5ヶ 所の落ち込みを確認し、縄文式土器を中心とする遺物を多数検出した。

実質的な調査は5月 下旬に開始した。調査方法はグリッド法を採り、調査区全域に4m方眼

のグリッドを磁北に従い設定した。南北方向に南からA～ Q、 東西方向に西から1～ 58と 呼称

した。試掘の結果に従って、耕作土を重機によって排除し、以下は遺構検出を行いつつ人力で

掘り下げた。調査は発掘区東端から西へ向って行った。全体的に遺構上面の削平が進み遺存状

態は良好とはいい難いが、多くの遺構を検出した。検出した遺構は住居址 9軒・土拡15基・集石

遺構 1・ 濤状遺構17本で、時代的には縄文時代から、中世にまで及んでいる。調査は多くの成

果を残 し、 8月 4日 に終了した。 (清水 博)



第V章 発見された遺構と遺物

第 1節 縄 文 時 代 の 遺 構

a)住 居 址

■ ~パ

)き
5戸

第 4図  7号住居l■遺物出土状態図
7号住居址   (第 4～ 8図、図版 2・ 3)

発掘区中央やや西寄り、16-N・ 0,17-N区 に位置する。西10mに 8号住居址が存在する。
住居址南端が発掘区外となり、北端を削平されている。

平面形は不整円形を呈し、規模は径3,7～ 4mを測る。

掘り込みはローム層中まで達しており、壁高は30cmを淑」る。覆土は 6層 に分けられ、自然推

積を示す。覆土上層には多量の土器、石器類及び礫が認められたが断面観察の結果に従えば、

床面よりかなり浮いた状態でレンズ状に推積している。検出された土器も原状を復元しうる④

・

'|・

.



0         1M ttI這 ;量業褐色土層
第2層 :暗黄茶褐色土層

魏 層 :奄渠亀と⊆層 感騨明酬エ ローム粒を含め
第5層 :暗茶褐色土層 (ロ ーム粒を含む。)
第6層 :暗茶褐色土層 (ロ ームブロックを含む。)

第 5図  7号住居l■及び炉l■  〔1/40、 1/20〕

をはじめ大きな破片を合んでおり、自然の流入とするよ

りも住居址埋没過程における廃棄等、人為的集積であろ 上
う。

床面は堅緻だが、なだらかな起伏を有する。ピットは

8ヶ 所検出された。深 さはそれぞれ15cm、 60cll、 25cm、

12cIIl、 36clll、 8 cm、 26clll、 24clnを 測る。Plは西壁寄 り

に設けられ50× 60cmの 精円形平面を呈し、底都は一段深

く掘 り込まれる。他のピツトは径20～ 10cmの 小型のもの

X41140

で、柱穴の特定はなしえなかった。

炉は住居址ほぼ中央に位置する。

Ｆ

�
・

7号炉址
第 1層 :赤褐色土層 (粘性普通しまりはやや強い。残土粒、炭火物

50× 65cmの 隅 九 方 形 第2層 :霰紀 土層 鮎 性や韓 くしまり鰐 通。雄 泣、ロ
ム粒を少量を含む。)

第3層 :暗黄褐色土層 (帖性やや強くしまりもやや強い。ローム粒
を多量にを含む。)



を呈する石囲炉であり、長角礫 を西、南の二辺に直角に配している。他に炉内外から13個 の小

角礫が検出されてお り、炉石として使用された可能性 も認められるが、炉周囲からは明確な抜

き取 り痕等は認められなかった。炉の掘 り方は径160cmの 不整円形を呈 し、床面から10cm程掘 り

込んだ浅い皿状断面を呈する。

出土遺物は豊富であるが床面からは土器片若千が炉周囲から出土したのみである。

第 6図  7号住居l■出土土器  (1) 〔1/4〕
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第8図  7号住居址出土石器 〔2/3、 1/3、 1/6〕
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土器  1は口径推定21cm、 器高約10cmを はかる浅鉢形土器であり、日縁上部に半裁竹管によ
る刺突文、口縁下部に指頭状圧痕の加えられた隆帯をめぐらしている。 2, 3は横帯区画文、

楕円区画文が施されるもの。 4は日径14cm、 器高22cmを はかる、やや小形の深鉢形土器であり

楕円を基本とする区画文を 2帯重層させている。内面を中心にていねいな器面調整が行なわれ

ているものの、二次焼成によると考えられる器面の荒れが著 しい。 5は いわゆる抽象文が施さ

れる深外形土器。器高41cmを はかり、胴下半部を中心として二次焼成を受けている。13は有孔

鍔付土器の一部であり、外面鍔部の上面に赤色塗彩の痕跡をとどめている。15,16は それぞれ

器高 5 cm、 同 3.5cmを はかるミニチュア土器であり、ともに、外面を中心に研磨が加えられて

いる。

時期、縄文時代、中期中葉、藤内式期 (第 Ⅲ群、第 3類土器)の中でも古い段階の所産と考

えられる。

石器  1、 石鏃。石質 :黒曜石。 2～ 4、 ドリル。石質 :3点 とも黒曜石。 3、 両面に節理

面がある。 4、 縦長不整形象1片が素材。先端部だけ調整されている。矢印の範囲はバルプ。 5

。6、 打製石斧。短冊形。石質 :と もに頁岩。 5に は自然面あり。 7、 磨石十凹石。石質 :砂

岩。表裏ともに浅い凹 (約 3鴫)が 2つ ある。 8、 磨製石製品。石質 :砂岩。全体によく磨
かれている。板状の磨石かもしれないが、破片なので詳細は不明。 9。 10、 礫器。石質 :と も

に砂岩。 9は裏面にも周辺都全体に表面と同様の調整が加えられている。自然面あり。10は 自

然の角礫を素材とし、幅広の方に刃がある。自然面あり。 11、 粗整石匙。石質 :ホ ルンフェル

ス。正面図右側は破損。器面の風化著 しく素1離状態の詳細な観察不可能。 12・ 13、 石皿。石

質 :12は安山岩。13は砂岩。12に は浅い凹 (約 3賄)が表裏にある。13は 、 2ヶ 所浅 く窪んで

いる。図示 したもの以外に、以下の石器が出土している。打製石斧 2点 (短冊形、石質 :頁岩

1砂岩 1)、 礫器 1点 (石質 :凝灰岩)、 磨製石斧 1点 (定角、石質 :凝灰岩)、 石鏃 2点 (

石質 :黒曜石)、 石核 2点 (石質 :黒曜石)、 使用痕ある象1片 1点 (石質 :黒曜石)、 祭‖片類

74点 (石質 :黒曜石64、 ホルンフェルス 4、 石英 1、 水晶 1)。

8号住居址   (第 9～ 13図、図版 2・ 3)

発掘区中央西寄 りの12・ 13-0・ P区 に位置する。東10mに 7号住居址が西10mに 3号～10

号土拡が存在する。上部が全 く削平され壁は存在 しない。そのため落ち込みを確認 しえず当初

は土器溜 りとして認識 していたが、精査時に床面、及び炉址を確認 し住居址として認定したも

のである。

耕作による削平以前に、12号土 1/A‐、 2号土広の両者に切 られており、床面の一部を確認 した

のみである。

削平が激 しく、形メ犬、規模等は明らかにしえなかったが炉の位置から推定すると径 6～ 7m

程の住居址と思われる。
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第 9図  8号住居址遺物出土状態図

掘 り込みはローム層上面で止まっている。本遺跡においては、縄文時代に属する他住居址 (

7,9号 住居址)がローム層中まで掘 り込んでいるのに比し、差異を持つものである。

床面は軟弱で、比較的平垣である。

ピットは 7ヶ 所検出された。深さはそれぞれ1lcm、 8 cm、 28cm、 34cm、 11釦、19cm、 55cmを

測る。P4は径80cm程 で平面不整円形を呈する大型のものであるが、他は径20～30帥 である。

炉は石囲埋甕炉で、70× 50cmの規模 を測る。 4個の偏平な角礫 をコの字形に配 し、中央に土

器を埋設する。コの字状に開口した他の一辺に、炉石の抜き取 り痕と考えられる浅い凹みがみ

とめられたことから、本来は四辺を囲まれた石囲埋甕炉として機能 していたものと思われる。

埋設土器は口径30cm、 現在高22cmを測 り、深鉢形土器の胴部である。覆土は 4層 に分けられ焼

土ブロックが多量認められる。掘 り方は不整形を呈 し 100× 100cmを測 る。中央部は楕円形を

呈して一段深 く掘 り込まれ、掘 り込み部は緩 らかに立ち上がり、北 。西部はテラス状 をなして

いる。土器は掘 り方底面よりやや浮いた状態で検出され、第 5層 (黄褐色土)に よって埋設さ

れている。

出土遺物は比較的少ないが、炉南側に集中している。
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工

8号住居址
第 1層 :暗茶褐色土層 (粘性やや強くしまりは弱い。カーボン粒を微量、ローム粒、

粒を含む。)
´ ‐｀

ヽ

＼

＼
第 2層 :暗茶褐色土層 (粘性な くしまりもない。ローム粒、焼土粒を微量含む。)
第 3層 :暗黄褐色土層 (粘性な くしまりもない。焼土ブロックを少量、炭火物を微量を含

む。)

、第 4層 :暗黄褐色土層 (粘性やや強くしまりもやや強い。ロームブロックを微量、ローム

粒を含む。)

第 5層 :暗黄褐色土層 (粘性普通しまりはやや弱い。ローム粒主体。)
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第10図  8号住居址及び炉址 〔1/40, 1/20〕
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第11図  8号住居址出土土器  〔1/3〕
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第12図 8号住居l■出土土製品 〔1/2〕
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第13図  8号住居l■出土石器 〔1/8,1/2〕

上器 1は炉体土器であり、口縁部及び底部を欠損する。刻み目のある細い隆帯によって、
「タスキ掛け」状の文様を構成している。 2は 日径35cmを測る大形の深鉢形土器であり、現在

高34cmを測る。内湾する口縁部を無文帯とし、胴部には肉彫り風の偏平な隆起帯などにより、

渦巻状、三角形状の文様が描かれている。 3は 口嘴状の大形突起のつく口縁部破片。 5。 6は

大きく外反して開き、上部で強く内湾する口縁部破片である。日縁上部に粘土紐貼り付けによ

る「重弧」状の文様が施される。 7は 5の胴下半部である可能性が高い。 8は「玉胞き三叉文」

風の文様が施される浅鉢形土器。口径推定43cmを測る。

上製品 1は土偶頭部、床面より出土している。覆土中より土製円板 2点が出土している。
2は径 4.3cm程を測り、周囲は打割調整されている。

時期 縄文時代中期中葉、井戸尻式期 (第Ⅲ群第 4類土器)の中でも新しい時期の所産であ
ろう。

石器  1、 打製石斧。短冊形。石質 :ホ ルンフェルス。器面全体の風化が著しいので、剣離

状態の詳細な観察は不可能。 2、 凹石。石質 :凝灰岩。裏面の凹は、礫自体の自然の凹。現存



部には、敲石、磨石との併用なし。 3、 磨石十敲石。石質 :安山岩。全体によく磨耗 している。

実測図の点線内、及び、矢 E「 の範囲には敲打痕がある。裏面 (表面の点線の真裏)に も敲打痕

がある。 4、 敲石。石質 :凝灰岩。ttE「の範囲に敲打痕がある。自然の角礫 を利用している。

5、 磨石+敲石。石質 :砂岩。全体によく磨耗 している。矢印の範囲に敲打痕がある。 6、 石

鏃。石質 :黒 l覆石。脚部欠損。図示したもの以外に、打製石斧 1点 (短冊形・石質 :頁石)、

石鏃 2点 (石質 :黒曜石)、 磨石十敲石 2点 (石質 :安山岩 1、 ホルンフェルス 1)、 が出土 し

ている。

9号住居址  (第 14～ 15図 、図版 2・ 3)

A′

9号住居址
第 1層 :橙褐色土層 (焼土層 )
第 2層 :黄茶褐色土層 (粘性強くしまりは弱い。ローム粒、焼土粒

を微量を含む。)

第 3層 t暗橙褐色土層 (粘性強くしまりも強い。焼土ブロックを多
量に含む。)

第 4層 :暗茶褐色土層 (粘性やや強くしまりは普通。焼土粒を少量、
炭火物を微量、ローム粒を含む。)

第 5層 :暗黄褐色土層 (粘性な くしまりもない。ローム粒を多量に
含む。)

第14図  9号住居址及び炉址 〔1/40, 1/20〕

遺構 発掘区西半部の 4・ 5-K区に位置する。南に16号土拡が、北に13号土拡 (埋甕)が隣
接する。西半部が発掘区域外となり、北半を16号濤によって切られるため住居址全体の約 1/4

強しか発掘しえなかった。形状は円形～楕円形平面を呈し、規模は 3～ 4m程 を測るものと思

われる。掘り込みはローム層中まで達するが上部の削平が激しく、壁高は現長で 5～ 10cmを有

するにすぎない。

床面は軟弱でなだらかな凹凸を有する。

ピットは5ヶ 所検出された。深さはそれぞれ、20cm、 15cm、 13cm、 7 cm、 20cmを測る。柱庶

の特定はしえなかったが、Pl、 P2は炉脇、P3、 P4は東壁際、P5は南壁外に設けられる。

炉は住居址ほぼ中央に位置し、北端部を16号濤に切られる。径30cm程 の埋甕炉で周囲には焼

土が盛 り上がって遺存している。埋設土器は口径30cm、 現存高18cmを 測り胴部下半を欠損する。
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炉内覆土は 3層 に分けられる。炉掘 り方は径35cmの 円形 を呈 し、

を呈 している。土器は掘 り方中位に据えられた状態で検出され、

て埋設されたものであろう。出土遺物は少なく、図示 しえたもの

土器、 2は炉脇Pl覆土内、 3は南東部覆土から出土 している。

20cm程 を測 り、断面は深鉢状

第 5層 (暗黄褐色土)に よっ

も僅かである。 1は炉内埋設

∇
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第15図  9号住居l■出土土器 〔1/4,1/3〕               ~
上器  1は炉体土器であり、日縁部及び底部を欠損する。重層する楕円区画文を基本とし、

三角押文を多用している。 2は 口径推定20cmを測 るやや小形の深鉢形土器であり、三角押文、

三角形状の快 り文などにより模帯する文様が施 される。 3は角押文を特徴とする胴部破片。 9

は三角押文とキャタピラ文が併用される日縁部破片である。

時期 縄文時代中期前半、新道式期 (第 Ⅲ群第 2類)の所産である。

b)土 拡
3・ 4号土呟  (第 16図 図版 4)

発掘区中央西寄 り、11-P区 に位置する。平面確認時においては長大な楕円形土城と考えた

が、調査の進展につれ、二基の土鉱であることが半」明した。

二基のうち西側に位置するのが 4号土拡で 3号土鉱 を切 つて構築されている。



3号土拡 平面形はほぼ楕円形を呈したものと考えられ、規模は径 lm程 となろう。深さは
35cmを測り、拡底は平担で、断面形は鍋底状を呈する。

遺物は覆土中より縄文時代中期に属する小破片が出土している。

4号土1/A‐  平面形はほぼ円形を呈し、規模は確認面で径120cm、 底部で140cmを測る。深さは
55～60cmを測 り、底面は中央が僅かに低い凹レンズ状を呈する。断面は所請袋状を呈する土拡

である。

遺物は覆土中より縄文時代中期に属する小破片が出土している。

両者共、ローム面で確認されたが本来の掘り込み面は現状よりかなり高かったものであろう。

第16図  3号・ 4号土砿 〔1/40〕

5号土砿  (第 17図 )

発掘区西部の、10-P区 に位置する。北半部が発掘区域外となり、南半部 しか確認しえない。

その為全体の形状、規模は明らかにしえないが、現状では■0× 160cmの規模で、ほぼ半円形を

呈する。深さは17cmを有するが南端は円形状に1段深く掘り込まれている。土広底面からの深

さは43cmを淑1る。

縄文時代中期に属する土器 5-1が底部より3 cln程浮いて、また打斧 5-2が、覆土中より
出土している。

6号土砿  (第 17図 )

発掘区西部、10-P区 に位置する。ローム層上面で確認したもので、楕円形平面を呈し、120
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第17図  5,6,8,9,10,11号 土砿 〔1/40〕

× 100cmの 規模 を測 る。深さは18cmを有 し覆土は 3層 に分けら

れる。底面は比較的平担で断面タライ状を呈する。

遺物は検出されなかった。

8号土砿  (第 17図 )

発掘区西部、 9-P区 に位置する。ローム層上面で確認され

平面形は楕円形を呈 し、規模は75× 50cmを測 る。深 さは 8 cm程

の浅いもので、断面タライ状 を呈し、覆土は 2層 に分かれる。

遺物は出土 していない。

9号土拡  (第 17図 )

発掘区西部、 9-P区 に位置する。ローム層上面で確認され

たが、南東隅の一部が発掘区域外となる。平面形は長円形を呈

し、規模は 130× 60cmを測 る。深 さは20cmを 有 し、広底は平担

。

-lM

第4層 :嗜茶褐色i層 (枯性強くしまりも強い。ローム粒 ロームプロ



であるが東端は円形に一段深 く掘 り込まれ拡底からは60cmの 深さを測る。遺物は出土していない。

10号土呟  (第 17図 )

発掘区西部、 8-0区 に位置する。ローム層上面で確認され、平面形は長円形を呈し、規模
は 130× 75cmを測 る。深 さは60cmを 有し覆土は 7層 に分けられる。南半部が一段深 く掘 り込ま

れるが、北半も円形に掘 りこまれ 2連 ピット状を呈している。遺物は出土 していない。

11号上砿  (第 17図 )

発掘区西部、 8-0区 に位置するも東端の一部が発掘区域外となる。ローム層上面で確認さ

れ、平面形は楕円形を呈し、規模は65× 55cmを測 る。深 さは70cmを 有 し、円筒状断面を示す。

覆土は 7層 に分けられる。遺物は出土していない。

7号土砿  (第 18図 、図版 4)

発掘区西半、 9-0区 に位置する。ローム層上面で確認され、平面形は楕円形で、規模は80

×60cmを測 る。深 さは50cmを 有 し、覆土 |ま 6層 に分けられ断面形は円筒状 を呈する。覆土中位

より縄文時代中期 (曽利期)に属する土器が出土 している。土器は深鉢形土器の胴部下半で、

逆位でやや斜立 した状態で認められ10× 8 cm程の角礫 を覆 う状態で検出された。

④Pl >
◎ P2

W一
12号土拡
第 1層 :暗茶褐色土層
第 2層 :茶褐色土層
第 3層 :ロ ームブロック

) 3i:|::::gs
第 9層 :暗黄褐色土層
第10層 :黄褐色土層
第11層 :暗茶褐色土層
第12層 :黄褐色土層
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7号土砿
第 1層 :黄茶褐色土層
第2層 :暗茶褐色土層 (ロ ーム粒混入)       ｀

第3層 :暗茶褐色土層 (炭火物混入)
第4層 :暗茶褐色土層
第5層 :暗黄茶褐色土層
第6層 :黄褐色土層

第18図  7号土砿及び12号土砿 〔1/20,

ｒ
一

0

1/30〕



A′

12号土砿

(等 18図、図版 4)

発掘区西部、13-0区

に位置する。 8号住居址

中央部を切る。

平面形は不整円形を呈

し、規模は75× 70cmを測

る。深さは55cmを 有し覆

土は12層 に分けられ、全

体にローム粒子の混入が顕著である。拡底

は中央が僅かに深い凹レンズ状を呈し、壁

は垂直に立つが掘 り込み面近 くで段部を有

し、テラス面をつ くる。周囲にはほぼ十文

字に径15～ 20cmの ピットが4ヶ 所穿たれる。

深さはそれぞれR～ 58cm、 P2～ 14cm、 P3～

19Cm、 P4～ 18cmを 測る。

縄文時代中期 (曽利期)に属する深鉢型土

器の完型品が 1点テラス面上から斜位の状

態で検出された。

13号土砿  (第 19図、図版 4)

発掘区西端、 5-L区 に位置する。

中央に埋甕が埋設された土拡であり確認

面はローム面であるが上部は削平を受け、

西端部にも攪乱を受けている。

平面形は楕円形を呈し、規模は、110× 90

cmを測る。深さは50cal程を有し断面形はタ

ライ状を呈するが底面は凹凸を有する。

土城底部には厚さ5～ 10cmに わたって黒

色土が埋め戻される。土拡中央部の黒色土

上面には38× 28cmで 厚さ 5 cln程の偏平な礫

が敷かれる。角礫上部は再度、黄掘色土に
13号土転

第 1層 :暗茶褐色上層 (粘性、しまりなし、小礫、ローム粒混入 )

第 2層 :暗茶褐色土層 (粘性、しまりなし、炭火物、焼土微量混入 )

第 3層 :土層観察不備
第 4層 :黄褐色上層 (枯性、しまりなし、ローム主体層 )

第 5層 !黒色十 (粘性、しまりなし)

⑨

0           50cM

第19図 13土砿 〔1/20〕



よって 5 cm程埋め戻され、その上面には土器片が土鉱一面に敷きつめられる。土器は全て同一

個体の深鉢型土器の破片であり、当該土器を破砕 した後黄禍色土上面に敦きつめたものと考え

られる。 しかる後、土拡中央に別個体の深鉢型土器が埋改されている。埋設された土器は、敷
きつめられた土器面より更に 5 cm程浮き正位の状態で検出された。土器は上半部を欠損 し胴部

径36cm、 底径26cmで 現存高は30cm程 を測るものであり、付近に散乱する土器片等から考えても、

更に高さを有 していたものであろう。埋甕内覆土は 2層 に分かれ、炭化物が混入するが特に下

層において顕著であり、上層には小礫が認められた。

土拡内埋土 (第 3層 )については調査の不手際により土層観察をなしえなかったが、埋甕調

査時の所見によれば、ローム主体の土層であった。

尚、本址については、本来いわゆる屋外単独埋甕であり土拡 とは異なる性格の遺構として扱

うべきであろうが、前述 した様な土拡の有 り様から考えて、ここでは土拡 としてとりあげたも

のである。

遺物は埋設土器と敷きつめられた土器との 2個体が認められ、共に深鉢型土器胴部下半であ

る。

14号土毅

一
A4470                 上

鰐 土拡     す

16号土拡

第 1層 :暗茶褐色土層 (ロ ーム粒混入 )

o            IM塞 :橿 1宴藩雹呈蓬侵ざ二云夕警手ケ歩量混入)

第20図  14号土砿及び16号土砿 〔1/20'1/40〕

14号土砿 (第 20図 )

発掘区の西端、 3-HoI区 に位置する。

確認面はローム面であるが上部をかなり削平されていると思われ現状では精円形平面を呈 し、

規模は75× 60cmを 測る。深さは 5～ 8 cmし か遺存せず底面の凹凸は激しく、壁の立ち上がりは

甘い。覆土は 3層 に分けられ、ローム粒の混入が著 しい。

1は台付土器の脚部であり、周辺確認面に散乱 していたものと接合する。土拡内での出土状態

は、底面に密着 しほぼ正立 して認められ、上部の削平等の条件を考えてもほぼ原状を示してい

るものであろう。他の破片も全て底部に密着 して検出された。

バ
一

⊥

第 1層 :暗茶褐色土層 (ロ ーム粒、黒色土粒混入 )
第 2層 :茶褐色土層 (ロ ーム粒混入 )
第 3層 :黄褐色上層 (ロ ーム粒主体 )

9   壺‰

鬱

絨   ?



16号土砿  (第 20図、図版 4)

発掘区の西端、 4-」 ・ K区に位置する。

ローム面で確認されたもので不整楕円形を呈し、規模は 165× 100cmを 測る。深さは15cm程

を有 し断面形は盤状を呈する。覆土は 3層 に分けられるが、ローム粒の混入が顕著である。

底面南隅には径30cm程 の小ピットが掘 り込まれ土拡底面からは1lcmの深 さを有する。土拡中

央部では底面から3～ 5 cm程浮いて、大小の礫・土器片若千が出土 している。

13-1

。       1。 cm 14-1

9         ,Cm

第21図土砿出土土器  〔1/2,1/4〕



土呟出上の追物  (第21～22図、図版 7)

土器  5-1は 、突起のつく口縁部破片である。日縁上部に一条の沈線がめぐり、以下胴部
にはRL単節縄文を密に施文している。
時期 縄文時代中期中葉、藤内式期 (第 Ⅲ群第 3類土器)に帰属されよう。
7-1は 深鉢形土器の胴下半部であり、ヘラ状工具による粗い条線文と2本 1組の懸垂文が
施 されている。

時期 縄文時代中期後半、曽利 I式期 (第Ⅳ群第 1類土器)の所産であろう。
12-1は 、日径10.5cm、 器高13.4cmを 測る完形の小形土器である。内湾する日縁部を無文帯
として残 し、胴部には縦位の条線を地文として、細かい粘土紐による懸垂文を重下させている。

5c厨呈にすばまる底吉Бは、上げ底状をなしている。

時期 縄文時代中期後半、曽利 I～ Ⅱ式期 (第Ⅳ群第 1類土器)の所産であろう。
13-1は現存高50cmを測 る大形の深鉢形土器である。胴上半部に刻み目のある隆帯による横
帯区画文、下半部にRL単節縄文をそれぞれ施 している。13-2は象抽文が描かれる深鉢形土
器であり、キャタピラ文と三角押文が用いられている。現存高34cmを測 る。

時期 縄文時代中期中葉、藤内式期 (第 Ⅲ群第 3類土器)の所産であろう。
14-1は台付土器の脚部であり、円形及びひょうたん形の透 しを各一対計 4箇所設けている。
内面にはタール状をなす炭化物が厚く付着し、黒色を呈する。

時期 縄文時代中期中葉、藤内式期 (第 四群第 3類土器)に帰属 しよう。

第22図 土砿出土石器 〔1/3〕

石器 3-1は 打製石斧、短冊型。
石質 :ホ ルンフェルス。基部は自

然面。素材は、横長剰片。 4号土

拡から出土 している。図示 したも

のの他に、打製石斧の小破片 1点

(安山岩 )、 剣片 1点 (黒曜石 )

が出土 している。

5-2は 打製石斧、短冊型 (欠
損 )。 石質 :頁岩。 5号土拡から出
土。

他に、 1号土拡から崇1片類が 2点 (黒曜石)、 7号土拡から票1片 (黒曜石)1点 が出土 した。

c) 集石遺構
1号集石追構  (第 23～25図 )

発掘区南端、 3-1区に位置する。
ローム層上面で確認されたが、耕作等による削平の激しいところであり、遺存状態は悪い。

~   5-2

?     PCtn
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第23図  1号集石遺構 〔1/30〕

第24図  1号集石遺構出土土器 〔1/4〕

第25図 1号集石遺構出土石器 〔1/3〕

大小88個の角礫及び43点の土器片が

2～ 3の グループに分かれて認められ

た。北側の一群は礫の大きさが比較的

大きく、かつまとまりが散満である。

南側の一群は小型の礫が集中して認め

られた。また両者に扶まれた状態で土

器片が集中して認められた。

土器  1は三角押文を特徴とする浅

鉢型土器であり、回径推定26cmを はか

る。 2は 日径推定24cmを はかる深鉢型土器である。内湾する口縁上部に縦位の短沈線文をめぐ

らし胴部には縦位構成の区画文を施 している。

時期 縄文時代中期中葉、藤内式期 (第 Ⅲ群第 3類土器)の所産である可能性が強い。

石器  3、 打製石斧、短冊型。石質 :ホ ルンフェルス。器面の風化が著 しい。 4、 石皿。石

質 :安山岩。表面に凹 (深 さ約 5鴫)を 1つ有す。他に、剥片 (黒 H狸石)が 1点出土 している。

(百瀬忠幸)

♀
師 240m



a)

第 2節 古墳時代以降の遺構

住居址       A

０卜
●０〕ф

1号住居址
第 1層 :暗茶褐位土層 (黒褐色土を含む。)

欝:層 :層證 許 聰 麓 監 鏑 宮
♪

第 4層 :黄褐色土層 (炭火物を含む。)
第 5層 :暗黄褐色土層 (ロ ームプロックを含む。)
第 6層 :黄褐色土層

9      21M
第26図  1号住居l■及び 2号住居l■掘り方 〔1/60〕

1号住居址 (第26図 )

発掘区最東端、57-BoC、 58-C区 に位置する。北半部を2号住居址に切られ、また南端
部は発掘区域外となり、更に上部をかなり削平されている。北西部分及び東側は攪乱を受けて

いる。西約 8mに 3号住居址が存在する。

遺存状態は悪く前述した状況であり、平面形、規模、主軸方位等は明確にしえない。

掘り込みはローム層まで達し、壁高は西壁で24cmを測る。壁は緩やかに立ち上がる。

覆土は6層 に分けられ自然堆積を示す。

床面の状態は非常に軟弱である。



ピツトは lヶ 所検出され深さは約37cmを 測る。貯蔵穴、周濤等は検出しえなかった。

住居址東寄 り床面に焼土溜 りが検出され炉址の痕跡と考えられる。規模は1,05× 0.6mを 測る。

掘 り方は床下全域に及び底面は凹凸がみられ、床面からの深さは平均28cmで ある。

遺物は少なく、かつ細片化している為図示しえたものはない。
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2号住居址 (第26～28図、第1表 )

発掘区最東端部、57・ 58-C区 に位置する。南側

部分において 1号住居址を切り、北側を1号濤によ

って切られる。東約 8mに 3号住居址が存在する。
遺存状態はあまり良くなく住居址南半部約 1/2
が遺存するのみである。平面形態は隅丸長方形を呈

すると思われ規模は現状で2.1× 4.lmを測るが、長

軸は4.5m程 にはなろう。

主軸方位はN-15生 Eに とる。

掘り込みはローム層に達し、壁高は南壁で約35cm

を測る。壁は緩やかに立ち上がる。覆土は 8層 に分

けられ、自然堆積を示す。
ー第28図  2号住居l■出土土器 〔1/4〕

床面は全体的に堅緻でほぼ平坦である。

ピットは掘 り方底面から4ヶ 所検出された。 Pュが主柱穴と考えられる。深さはP「 27cm、 P2
23cm、 Pデ 34cm、 P4~70cmを測る。貯蔵穴、周濤は検出されなかった。

越 ,o

第27図  2号住居l■及び炉l■ 〔1/60



炉址は住居址西半部に構築され40× 37cmの ほぼ正円形を呈し、深さは 8 cmを測る。炉石はなく

覆土は 2層 に分けられる。また炉を取 り巻 くように東西95cm、 南北55cmの範囲で炭化物を含む焼

上が存在する。

掘 り方は床下全面に及び中央が深 く周辺が浅く掘 り込まれ壁際でわずかに段部を形成する。床

面からの深さは 3～ 24cmで ある。

出土遺物は少なく図示しえたものも 1点である。壺 1は東南部床面より出土している。

第 1表  2号住居l■出土土器観察表

l 霊

法量 底部径 11.59 cm 現存率 胴部下半～底部 完存 せいけい 外面―胴部下半
斜め方向のヘラミガキ 底部付近横方向のヘラミガキ 底部簡単なナデ 底面木葉痕
内面一胴部下半ナデ 横及び斜め方向のハケ 底面簡単なナデ 胎土 密 焼成 良
色調 暗赤掘色

3号住居址 (第 29～30図、第 2表、図版 1)

X407∞          上

止
第 !計 曇業馳 土層 破 幽 拾 む♪
第 2層 :茶褐色土層
第 3層 :暗茶褐色上層 (焼土粒、炭火物を含む。)
第 4屠 :黒茶褐色上層 (黒缶十粒、焼止粒を含む。)
第 5層 :暗茶褐角キ層 (ロ ーム粒を含む。)
第 6層 :明茶褐缶+層 (=貼床 )
第 7層 :黄褐色上層
3号炉址
第 1層 :赤橙褐色土層 (焼土プロックを多量に含む。)
第 2層 :橙褐色上層 (焼土層。)

9  1μ
第29図  3号住居址、掘古層及び炉址 〔1/20、  1/40〕



発掘区東半都54・ 55-C・ D区に位置している。東約 8mに 1・ 2号住居址が重複して存在する。
南半部が発掘区域外となり、住居址の約 1/2を 発掘しえたのみである。

遺存状態は不良で平面形態は円形あるいは精円形を呈し規模は現状で1.5× 2.5mを測るが、復

元径は2.5× 3m程 となろう。主軸方位をN-27生 Eに とる。

掘り込みはローム層にまで達し、壁高は東壁で22cm、 北壁で 6 cmを 測り緩やかに立ち上がる。

覆土は 5層 に分けられ自然堆積を示す。

床面は軟弱である。また床面には北東壁寄り及び南壁付近を中心として炭化材、焼土が検出さ

れており焼失住居と推測される。

ピットは 3ヶ 所が検出されPI、 見 が主柱穴である。PI-21cm、 勇-10cm、 P3~43cmを測る。

貯蔵穴は検出されない。

周濤は北西部分から南東部分にかせて断

続的に巡っており巾 5～ 10cm、 深さは最深。

で 5 cmを 測る。

炉址は住居址北東部に構築され40× 37cm

のほぼ円形を呈し、深さ 9 cmで ある。覆土

は 2層 に分けられる。

掘 り方は床面全体に及び中央が浅く周囲

が深 く掘 り込まれるが壁際は一旦浅く掘 り

込まれ段部をなす。底面は凹凸がみられる

が全体的には平坦である。床面からの深さ

は 5～ 45cmを測る。

出土遺物は少なく図示 しえたものも僅か

である。小型壺 1と 無頸重 2は北東壁寄り、

台付甕 3は北西壁際より出土している。

(1)

一一
第30図  3号住居l■出土土器 〔1/4〕

第2表 3号住居l■出土土器観察表

矧
棚
脚

褐ヽ

1 小 型 壷

法量 口縁部径 10 32 cm 頸部径6 71cm 胴部径10 53 cnl 底部径5 71cm 器高
14 52 cm 現存率 ほぼ完存 せいけい 外面一口唇部ナデ ロ縁部～顕部 縦方向
のヘラミガキ 胴部下半斜め方向のヘラミガキ 底部斜め方向のハケ 底面簡単なナ
デ 内面一口縁部～顕部横方向のヘラミガキ 胴部上半～中頃横方向のハケ 胴部下
半～底面横及び縦方向のハケ 全体的にマメツが激しい。胎土 密 焼成 良である
がやや軟質 色調 赤褐色

2 無頸小型壷

法量 口縁吉[径9 44cm 胴部径 12.48 cm底部径 5,19 cm器 高 11 73 cm現在率3/4
せぃけい 外面一口唇部簡単なナデ ロ縁部ナデ 胴部上半斜め方向のハケ及び所々
に横方向のヘラミガキ 胴部中頃縦及び斜め方向のハケ及び所々に横方向のヘヤミガ
キ 胴部下半縦及び斜め方向のハケ及び所々に横方向のヘラミガキ 底部付近縦方向
を主とするハケ 底面 木葉痕 内面一口縁部横方向のハケ 胴部下半横方向を主と
した細いハケ 胴部中頃横方向のヘラケズリの後ナデ 胴部下半横方向のヘラケズリ
底面簡単なナデ 胎土 密 焼成 良 色調 暗赤褐色



3 台 付 甕

法量 口縁部径 10 9cm 胴部径 12 2 cm 脚部底径 6 7cm脚 接合部径 7 4cm
器高 19 4 cm 現存率 ほぼ完形 せいけい 外面一口唇部、指頭押えのちナデ。ロ
縁部縦方向のミガキ。胴部上半、縦方向のミガキ。胴部下半斜位のミガキ。脚部、ハ

ケのちミガキ。脚接合部、指押え 内面―上半、指押えのちナデ。下半、ヘラ押え。
胎土 密。焼成 良。良調 暗茶褐色。

//

イ一

＼一ｒ
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4号住居址

(第31～32図、第 3表 )

発掘区中央部やや東寄り

34・ 35-H・ I区 に位置す

る。6号濤により北壁を、攪

乱によって中央部 を切 られ

ている。西約 5mに 5。 6

号住居址が重複 して存在す

る。南半部が発掘区域外と

なり住居址の約1/2を検出

したにすぎない。

遺存状態は不良で平面形

態は隅九長方形を呈すると

思われ規模は現状で 3× 5。

10mを 測るが、長軸は 5.5

～ 6m程 になるものと考え

られる。主軸方位をN-23°

一 Eに とる。

覆土は 9層 に分けられ自

然堆積の様相を示す。

床面は堅緻で平坦である。

壁際を中心として、ほぼ全

域に炭化材、焼土を検出し、

焼失住居であることを示し

ている。

ピットは多数検出された。

Pl、 P2が主柱穴で深さ

はそれぞれ40cm、 45cmであ

第31図  4号住居址及び掘り方 〔1/60〕

30



る。他は住居址内の各所に散在しており比較的大きなP3は 深さ約35cmを 測る。P4は掘 り方面で
検出され深さ30cmを 測る。炉址、周溝共に検出されていない。

掘 り方は床下全面に及びなだらかな凹凸を有するが、ほぼフラットな状態である。床面からの

深さは23～ 25cmで ある。

出土遺物は少なく図示 しえたものも僅かである。全体的に住居址東寄りから集中して出土 して

おり、床面からは甕 1と 小型台付甕 2がほぼ完形で出土 している。

°ヒ ____」 5c m

1/4〕第32図  4号住居l■出土土器 〔1/3

第3表  4号住居llL出土土器観察表

導

本

一

崇
奉

ユ 甕

法量 口縁部径 (1580)cm顕部径 (1358)cm 月同部径 (1822)cm 底部径 7 74 cm
器高 213乳 cm 現存率 底部は完存 他は1/2 せいけい 外面一口唇部ナデ  ロ
′縁部～頸部縦及び斜め方向のハケ 胴部上半斜め方向のハケ 胴部中頃斜め及び縦方 |

向のハケ 胴部下半斜め及び縦方向のハケ 底部付近縦方向のハケ 底面簡単なハケ
内面一口縁部～頸部横及び斜め方向のハケ 胴部横及び斜め方向の太いハケ 底面簡
単なナデ 胎土 密。焼成 良。色調 暗赤褐色。

台 付 甕

法量 頸部径 9 43 cm 胴部径 10.84 cm脚接合部径 4 65 cm 脚部底径 6 24 cm
器高 13 08 cm現存率 口縁部をわずかに残す。脚部は完存。せいけい 外面一口縁
部～頸部 縦方向を主とするハケ 胴部 (ヘ ラケズリ)、 マメッしてぃる。脚接合部
指頭圧痕、縦方向のハケ 即部縦方向を主とするハケ 内面一口縁部～頸部ナデ
胴部上半横及び斜め方向のハケ 胴部中頃～下半横方向のハケ後ナデ 脚部上半ナデ
脚部下半横方向のハケ 胎土 密。焼成 良。色調 暗茶褐色。

3 霊
法量 口縁部径 20 6 cm 現存率 口縁部片 1/5せいけい 外面、ハケのら折 り返
しナデ。内面細縄文。胎土 白砂を含み密。焼成 良。色調 暗赤偶色。

4 と霊
現存率 日縁片 せいけい 外面、ハケのちナデ。段部、横ハケ。内面、粗いハケ。
胎土 白粒砂を含み密。焼成 良。色調 茶褐色。

5 士望
現存率 底部片 せいけい 外面、ミガキのちナデ。内面、ハケ。胎土 白粒砂を含
み密 焼成 良。色調 赤褐色。



5・ 6号住居址 (第33図 )

5号住居址
第 1層 :暗黄褐色土層 (黒褐色土粒を多量含む。)
第 2層 :茶褐色土層 (黒褐色土粒を多量含む。)

上 蜜二層:鵞婆異毛屈土層(ロームブロックを含むD
第 5層 :茶褐色土層 (ロ ーム粒、赤褐色上粒を少量含む。)
第 6層 :茶褐色土層 (ロ ーム粒を含む。)
第 7層 :暗黄茶褐色上層 (ロ ーム粒をを多量に含む。)
第 8層 :暗黄褐色土層 (貼床層。)
第 9層 :暗茶褐色土層 (ロ ーム粒、黒4Bt土ブロックを含む。)
第10層 :暗黄茶褐色土層 (ロ ーム粒、ロームブロックを含む。)

第33図  5・ 6号住居址及び掘り方 〔1/40〕

発掘区中央部31・ 32-IoJ区に位置する。東 5mに 4号住居址が存在する。 6号住居址はほ

とんどが 6号濤によって切られており、南端部を検出しえたのみである。また 5号住居址は 6号

住居址南東隅確認の為に発掘区を拡張した際に検出されたもので、】ヒ半部を6号住居址に切られ、

南半部は発掘区域外となる為、そのごく僅かを確認しえたにすぎない。

止

5号住居址こ‐ヽこチ



遺存状態は、両住居共に悪い。 5号住居址は床面の一部を確認しえたのみであるが、床面は堅

緻な貼床である。掘り込みはローム面に達していた。

ピット、同濤、炉址は一切検出されていない。

掘り方は中央方向が深く、その周辺力W表 く掘り込まれると考えられる。

6号住居址は南壁沿い一部を残すのみである。平面形態は隅丸長方形を呈すると考えられ規模

は現状で4.8× 1.6mを測る。主軸方位は南壁からの推定であるがN-29生 Eあ るいはN-61生W
にとるものと思われる。

掘り込みはローム層にまで達し壁高は南壁で30cm、 東壁が10cmを測り緩やかに立ち上がる。

覆土は 8層 に分けられ自然堆積を示す。床面は軟弱な貼床である。

ピットは2ヶ 所で検出されている。Pッは南東コーナーにあり主柱穴と思われ深さ36cmを測る。

貯蔵穴は認められない。また周溝、炉址についても検出されない。

掘 り方は周辺が浅く中央が一段深く掘 り込まれる。底面は凹凸を有し、床面からの深さは10clll

前後で埋土は 2層 に分けられる。出土遺物は両住居址共に皆無である。

b 土拡  (第 34～35図、第4表 )

2号土猫

バ一茅／邪
　』 止 卜

―

―

A41240 灯
一

9        1M す

第34図 1号・2号・15号土拡 〔1/40〕

第 1層 :暗茶褐色土層 (黒褐色土粒を微量含む。)
第 2層 :黒茶褐缶十層 (ロ ーム粒を微量、黒褐色土粒を含む。)
第 3層 :黒樗色土層 (ロ ーム粒を少量、カーボン粒、赤褐色土粒を微量、黒褐色土粒を含む。)

①

尊

15号土城



1号土拡 (第 34図 )

発掘区中央、24-L区 に位置する。南半部が発掘区域外となり北半部を確認したのみである。

形状は長円形を呈すると考えられ、規模は現長 3× 0.9 cmを測る。掘り込みはローム層中まで

達し、深さは25cmで鍋底状断面を示す。覆土は 3層 に分けられ黒褐色土粒が多量混入する。

遺物は台付甕脚部が 1点覆上下部より出上しているが小片の為、図示しえなかった。

構築時期は不明であるが、出土遺物・覆土に混入する黒褐色土が古墳時代初頭の住居址覆土に

混入するものと同一であること等から古墳時代初頭の所産としておきたい。

2号土拡 (第 34～ 35図 第 4表 )
発掘区中央西寄りの、18-P区 に位置する。 8号住居址を切って構築される。

北半部は発掘区域外となり、南半部を確認したのみである。形状は楕円形あるいは隅丸方形を

呈するものと考えられ、規模は現状で2.8× 1.Omを測る。深さは40cm程で断面は鍋底状を呈する。

底部には3ヶ 所ピットが設けられ中央のものは80× 50cmの楕円形平面を呈し深さは土拡底面よ

り66cmを測る。

西壁寄り、覆土中位からほぼ完形の台付甕 1が出土している。横位であるが、日縁部を僅かに

下に向けた状態で検出された。

15号土拡 (第34図 )

発掘区南端、 5-K区 に位置する。本址は16号濤確認中にその上面
から検出されたものでⅡ層中から16号濤覆土内に構築されている。

東端が発掘区域外となっているが、ほぼ長楕円形を呈し、規模は、

110× 40cmを測る。深さは30cm程 を測り、比較的平坦な底面を持つ。

土拡上面から周辺にかけて大小の礫が認められたが、全て覆土上層か

らの出土である。

時代を判定する資料は得られなかったが、濤状遺構埋没後の所産で

あり、本遺跡にあっても比較的新しい時期のものであろう。

第35図 2号土拡出土土器〔1/4〕  第4表、 2号土拡出土土器観察表

ユ 台 付 甕

法量 口縁部径 11.66 cm 頸部径 10.24 cm 最大径 12.68 cm 脚接合部径 4 39cm
脚部底径 9,90 cm 器高 16.98 cln 現存率 ほぼ完形 せいけい 外面一口唇部横
方向のハケ、ナデ ロ縁部～頸部縦及び斜め方向のハケ 胴部上半横及び斜め方向の
ハケ 胴部下半指頭圧痕 脚接合部ナデわずかに縦方向のハケ 脚上部わずかに斜方 '

向のハケ 脚下部斜方向のハケ 内面一口縁部～頸部ナデ 胴部上半横方向のハケ
胴部下半横方向のナデ 脚部ナデ 胎土 密。焼成 良。色調 暗茶褐色。

C 溝状遺構 (第36～38図、図版3)
1号溝   58-D区 から西走、46-E区で南へ曲る。巾は確認面2.5m、 底面0.6～ lm、 深
さ1.3～ 1.5m。 断面形は漏斗状。覆土は10層 、最下層 (第 9。 10層 )は人為的堆積か。

2号溝   39-G区 から東走、43-F区で南へ曲る。西端で 3号濤を切る。巾1.5m、深さlm



l号濤状遺橋

手
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5号濤状遺構
D′

雷!::書景亀と∈哲1峰岳芭Iiヒ :そ首社争:こと起ξ量:琶量を亀と量曽]:憲告急勢
量含む。)

3i:18:自::3警与急:gi:ま与:官阜二三:::ζ号ヨ:旨ζ:ョζggg!宮 ::夕::とと魯惑:;
第10層 :暗茶褐色土層 (粘性弱くしまりも弱い。黄白色軽石ブロックを多量に含む。)

a:::§ξ::三暑1宅を急をヒヨ‡ξヨセと;:ζそg三ぞとB:壱:旨邑::::;をと自3暮3ヨ毬土粒を含む。)

::::息宮::言§tt:::i:与二ζ暮ヨ暮ζ:g:与雪骨3::::3ヨ B旨嘗::::〔:!ζ :与
量含む。)

第10層 :黄褐色土層 (粘性普通しまりも普通。ローム粒を多量に含む。)
3号溝

6号溝
第 1層 :暗茶褐色土層 (粘性普通 しまりはやや強い。ロームブロ ックを少量、ローム粒を含む。)

魯:0:昏彊魯三層1峰壊目旱とg,こヨ長子営壱色王是と多豊鳶ィゼ_ムブロックを少量を含む。)
憂;::醤屠琶皇漕昂奪窪薔電tζ Bなと愚!｀と:二

'ζ

子募争宮亀§こそB曽ど。)
第 8層 :茶褐色土層 (粘性弱くしまりはやや強い。ローム粒を多量に含む。)
第 9層 :暗黄褐色土層 (粘性弱 くしまりも弱い。ロームブロックを多量にを含む。)

墓|::i零畳亀き∈慇≒峰こ曇黒iと号を二尋壕許手::子 ;と争,とB婁亀曽ビ毒を魯愈争)
7号溝
第 1層 :暗茶樗色土層 (粘性弱 くしまりもない。ローム粒、黒褐色土粒を含む。)
第 2層 :暗茶褐色土層 (粘性弱くしまりもない。ローム粒を多量にを含む。)
第 3層 !黒褐色土層 (粘性弱 くしまりは強い。ロームブロックを少量含む。)
第 4層 :茶褐色上層 (ロ ーム粒、黒褐色土粒を含む。)
第 5層 :暗黄褐缶十層 (ロ ームブロック、黒褐色土粒を含む。)

本＼
ヽ キ∪//ヽノ

/ 跡＼
ド

」

号濤状遺構

E41e ca

8号濤状遺構

第36図 溝状遺構(1)〔 1/160〕



9'10号濤状遺構4号濤状遺構
9号溝
第 1層 :明 茶褐色土層 (枯性普通しまりも普通。黒褐色土粒、ローム粒、ロームブロックを多量に含む。)
第 2層 !黒掲色土層 (粘性なくしまりはやや強い。ローム粒、赤色スコリアを少量含む。)
第 3層 :黒褐色土層 (粘性弱くしまりはやや強い。ローム粒、赤色スコリア、明黄褐色土ブロンクを多量に、黒褐色土粒を少量含む。)
第4層 〔茶褐色土層 (粘性なくしまりもない。黒褐色上粒、ローム粒を多量含む。)
第 5層 :暗茶褐色土層 (粘性弱くしまりも弱い。黒褐色土粒を多量に、ローム粒を少量含む。)
第 6層 :黒褐色土層 (粘性なくしまりもない、黒褐色土粒を多量に、ローム粒を少量含む。)
第 7層 i暗茶褐色土燿 (粘性普通しまりは弱い。黒褐色土粒、ローム粒を多量1と、ロームプロックを少量含む。)
第8層 :暗茶褐色土層 (粘性なくしまりもない。ロームブロックを少量、黒褐色土粒、ローム粒を含む。)
第 9層 :暗黄褐色土層 (粘性強くしまりはやや強い。ローム粒を多量に、黒褐色土粒、9-ム ブgッ クを少量含む。)
第10層 :黒褐色土層 (粘性やや強くしまりは弱い。黒褐色土粒を多量に、ローム粒を少量含む。)
第■層 :陪黄茶褐色土層 (粘性やや強くしまりはない。ローム粒を多量に、黒褐色土粒を少量含む。)
第12層 :暗茶褐色土層 (粘性なくしまりもない。ロームブロンクを少量、黒褐色土粒、ローム粒を含む。)
第13層 :明黄褐色土層 (粘性弱くしまりは強い。ロームブロックを多量含む。)
10号溝

十~~~        第 1層 :茶褐色土層 (粘性なくしまりは強い。 g― ム粒を多量に、赤色スコリアを含む。)

一

        第 2層 :黒褐色土層 (粘性弱くしまりはやや強い。ローム粒、赤色スコリアを少量、黒褐色土粒を微量含む。)
第 3層 :茶褐色土層 (粘性なくしまりはやや強い。ローム粒を多量に、赤色スコリア、赤褐色土粒を微量含む。)

A′           霙!彊 :轟簾亀と⊆遷★継笹畠ヤこ望ぢ瀞讐亀『員会
粒、赤色スコリアを微量含む。)
庖土粒を少量、ロームブロック、赤色スコリアを微量、ローム粒を含む。)

第 6層 :暗黄褐色土層 (粘性なくしまりはやや強い。黒褐色上粒、 9-ム 粒を多量に含む。)
第 7層 :暗茶褐色土層 (粘性弱くしまりはやや強い。ローム粒、赤色スコリアを含む。)
第 8層 〔黒黄褐色土層 (粘性やや強くしまりは強い。ローム粒を多量に、赤色スコリアを微量含む。)
第 9層 :茶 褐色土層 (粘性やや強くしまりは弱い。ローム粒を多量に、ロームブロックを微量、黒褐色土粒を含む。)
第10層 :黒 褐色土層 (粘性やや強くしまりもやや強い。黒褐色土粒を多量に、ローム粒を少量含む。)
第11層 :暗黄褐色土層 (粘性弱くしまりもやや弱い。ローム粒を多量に、黒褐色土粒を少量、ロームブロックを微量含む。)
第12層 :黄 褐色上層 (粘性強くしまりも強い。ローム粒を多量に、黒褐色土粒を微量を含む。)
第13層 !暗黄褐色土層 (粘性なくしまりはやや強い。黒掲色土粒、ローム粒、ロームブロンクを含む。)
第14層 :黒褐色土層 (粘性やや強くしまりはない。黒掲色土粒を多量に、ロームブロックを少量含む。)
第15層 :明 黄褐色土層 (粘性強くしまりも強い。ロームブロックを多量に含む。)
第16層 :黄褐色土層 (粘性強くしまりもやや強い。ローム粒、ロームブロックを多量に、黒褐色土粒を微量含む。)
11号溝
第 1層 :暗黄褐色土層 (粘性やや強くしまりは普通。赤色スコリアを微量、ローム粒、黒褐色土粒を含む。)
第 2層 :黒褐色土層 (粘性やや強くしまりは強い。 g― ム粒、赤色スコリアを微量含む。)
第 3層 :暗茶褐色土層 (粘性やや強くしまりもやや強い。ローム粒、黒褐色土粒を多量に含む。)
第 4層 :暗黄褐色土層 (粘性やや強くしまりもやや強い。ローム粒を多量に、黒褐色土粒を含む。)
第 5層 !暗黄茶褐色土層 (粘性なくしまりもない。黒褐色土粒を少量、ローム粒を含む。)
第 6層 :黒褐色土層 (粘性やや弱くしまりは弱い。黒褐色土粒を多量に、ロームブロックを少量、ローム粒を含む。)
第 7層 :黄掲色土層 (粘性やや強くしまりもやや強い。ローム粒を多量に、黒褐色土粒を少量含む。)
第 3層 :暗茶褐色土層 (粘性弱くしまりも弱い。ロームブgッ クを微量、黒褐色土粒、ローム粒を含む。)
第 9層 :黒黄褐色土層 (粘性やや強くしまりはない。黒掲色土粒、 g― ム粒を含む。)
第10層 :暗茶褐色土層 (粘性弱くしまりも弱い。黒褐色上粒、ローム粒を含む。)
第H層 :暗黄褐色土層 (粘性強くしまりも強い。ローム粒を多量に、黒褐色土粒を少量を含む。)
第12層 :黄褐色土層 (粘性強くしまりもやや強い。ローム粒を多量に、黒褐色土粒を微量含む。)
第13層 :黄褐色土層 (IIL性なくしまりはやや強い。ローム粒を多量に含む。)

12号 溝              
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第 1層 :暗茶褐色土層 (粘性弱くしまりも弱い。ローム粒、黒掲色土粒を多量に含む。)
第 2層 :黒褐色土層 (粘性普通しまりも普通。ローム粒を少量含む。)
第 3層 :黒黄褐色土層 (粘性やや強くしまりはない。ローム粒、黒褐色土粒を多量に含む。)
第 4層 :黒褐色土層 (粘性やや強くしまりもやや強い。ローム粒を含む。)
第 6層 :暗黄褐色土層 (粘性やや弱くしまりもやや弱い。ローム粒を多量に、黒褐色土粒を少量含む。)
第 6層 :暗茶褐色土層 (粘性やや弱くしまりもやや弱い。 g― ムブロックを微量、ローム粒、黒褐色土粒を含む。)
第 7層 f暗茶褐色土層 (粘性なくしまりもない。ローム粒を多量に、黒褐色土粒を含む。)
第 8層 I黄褐色土層 (粘性弱くしまりも弱い。ローム粒を多量に、黒掲色土粒を微量に含む。)
第 9層 :黒褐色土層 (粘性やや強くしまりもやや強い。黒褐色土粒を多量に、ローム粒を少量含む。)
第10層 :暗黄褐色土層 (粘性強くしまりはやや強い。ローム粒を多量に、黒褐色土粒を少量含む。)
第11層 :暗茶褐色土層 (粘性やや弱くしまりもやや弱い。黒褐色土粒、ロームブロックを含む。)
第12層 :黄褐色上層 (粘性強くしまりも強い。ロームブロックを多量に、ローム粒、黒褐色土粒を少量含む。)

4号溝     型
第1層 :暗黄褐色土層
第2層 :黄茶褐色土層
第3層 :暗責茶褐色土層
第4層 :暗黄褐俸十層
第5層 :黄色土層
第6層 :暗茶褐色土層
第7層 :明黄褐色土層

L確 OD 二

13号溝
第 1層 :黄褐色土層
第 2層 !掲色土層
第3層 :暗責掲色土層
第 4層 :淡黄茶褐色土層
第 5層 :黄褐色土層
第 6層 :暗黄4Bt土層
第 7層 :明黄褐色土層

13・ 14号蒔状遺構
A411'0 ド  B4‖ 10 二   C411Ю

Ａ
一

〆 ム 、`、
14号 B粛
第 1層 :茶褐色土層 (粘性弱くしまりも弱い。ローム粒、黒褐色土粒を含む。)
第 2層 i黄茶掲色土層 (粘性弱くしまりも弱い。ローム粒を多量に含む。)
第 3層 :暗茶褐色土層 (粘性弱くしまりは強い。黒褐色土粒を多量に、赤色スコリアを少量含む。)
第 4層 :暗茶褐色土層 (粘性やや強くしまりは強い。黒掲色上粒を多量に、ローム粒、赤色スコリアを含む。)
第 5層 :暗茶褐色土層 (枯性弱くしまりも弱い。4ヽ礫、ローム粒を含む。)
第 6層 :暗茶褐色土層 (粘性強くしまりも強い。黒褐色土粒、ローム粒、赤色スコリアを少量含む。)
第 7層 :暗茶褐色土層 (粘性弱くしまりはやや強い。ロームブロック、黒褐色圭粒を含む。)
第 8層 :贈茶褐色土層 (粘性やや強くしまりは強い。ローム粒、赤色ズコリアを少量、黒褐色土粒を含む。)
第 9層 :黒 褐色土層 (粘性強くしまりも強い。ローム粒、黄白色土粒を微量含む。)
第10層 :暗茶褐色土層 (粘性弱くしまりは強い。ローム粒 黒褐色土粒を多量に含む。)

褒|】層1露蟹集走暑正僧貸起起驚名塁ユ[g牙はぉ暑墨汽μ告空雲晃ξ塀毘多豊俺ヨ害ゼム粒、黒褐危土粒を含む。)
第13層 〔暗茶掲色土層 (粘性弱くしまりはやや強い。黒褐色土粒を多量に、ローム粒を少量含む。)
第14層 :黒褐色土層 (粘性強くしまりは強い。黒褐色土粒、ロームブロックを多量に、ローム粒を含む。)
第15層 :暗黄褐色上層 (粘性弱くしまりはやや弱い。黒褐色土粒を少量、ローム粒を含む。)
第16層 :暗茶褐色土層 (粘性弱くしまりも弱い。黒褐色土粒、9-ム ブロックを少量含む。)
17号溝
第 1層 :黒褐色土層 (粘性弱くしまりも弱い。ローム粒、ロームブロックを多量に含む。)
第 2層 :茶褐色土層 (粘性やや強くしまりはやや弱い。ローム粒、黒褐色土層を含む。)
第 3層 :明茶褐色土層 (粘性弱くしまりはやや強い。黒褐色土粒を少量、ローム粒を含む。)
第 4層 :暗褐色土層 (粘性弱くしまりはやや強い。ローム粒、黒褐色土粒を含む。)

二褒:層 :集縫圭橿離桂露毒慶Bは輩零推藤臨 是5豊∵と吾振亀1宗良盤む♪
第 7層 :茶褐色土層 (粘性やや強くしまりもやや強い。ローム粒を少量、黒褐色土粒を含む。)
第 8層 :暗茶褐色土層 (粘性やや強くしまりも強い。黒褐色土粒、ローム粒を含む。)
第 9層 :暗褐色土層 (粘性やや強くしまりもやや強い。ロームブgッ ク、灰褐色土粒を少量。)
第10層 :暗黄褐色土層 (粘性強くしまりも強い。ローム粒、ロームブロックを多量に含む。)
第■層 :暗茶褐色土層 (粘性やや強くしまりもやや強い。ロームブロック、黒褐色土粒を含む。)
第12層 〔黒褐色土層 (粘性弱くしまりも弱い。黒褐色土粒を多量に、ローム粒を含む。)
第13層 :黒褐色土層 (粘性弱くしまりも弱い。ローム粒を多量に、黒褐色土粒を少量含む。)
第14層 :暗黄褐色土層 (務性やや強くしまりは弱い。ローム粒を多量に含む。)
第15層 :暗黄褐色土層 (粘性やや強くしまりは弱い。ローム粒、黒褐色土粒を多量に含む。)
第16層 :暗茶褐色土層 (粘性強くしまりはやや強い。ローム粒、黒褐色土粒を含む。)
第17層 :黄褐色土層 (粘性強くしまりも強い。ローム粒を多量に、黒褐色土粒を含む。)
第18層 :明 黄褐色土層 (粘性やや強くしまりもやや強い。ロームブロックを多量に、ローム粒を少量含む。)
第19層 :黒黄褐色土層 (粘性強くしまりも強い。黒色土粒を多量に、g― ム粒を少量含む。)
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11・ 12号濤状遺構

15・ 16号溝状遺構

17号溝状遺構

第37図 藩状遺構 (2)〔 1/160〕



断面形は漏斗状。覆土は10層、ロームの混入が顕著◇

3号溝   38。 39-G tt。 巾 2.lm、 深さlm。 濤両側に小ピットを持つ。覆土は12層 、黒

掘色土が主体。第 1層 下部から大型壷 3-1が 出土。破砕 した後遺棄した可能性が強い。

4号濤   37-G・ H tt。 巾、深さ共90cm。 断面形逆台形状。覆± 7層、黒褐色土が主体。

5号溝   39-E区 。北端で 2号濤と接する。巾、深さ共40cm。

6号溝   35-I区 から西走、31-」 区で南に曲る。巾1.3～ 1.8m、 深 さ 13m。 断面形は

深鉢状。覆土は12層 、ローム粒の混入が顕著。

7号溝   28-K区 ～31-」 区。巾は 100 cm、 深さ50cm、 中央が漏斗状に一段深 く掘 りこま

れる。覆土は 5層、ローム粒の混入が顕著。西端で 8号濤、東端で 6号濤に接する。

8号溝   27-K区 で西へ折れ、西走した後23-M区 で再び耳Llこ折れる。 2～ 3本の濤が平

行して走リー括して 8号濤とする。西側の濤は巾 150 cm、 深さ 160 cm、 断面深鉢状、覆土は12層

ロームの混入が顕著。中央の濤は巾80cm、 深さ80cm、 断面深鉢状、西側の濤と同一のものか。東

側のものは巾 150 cm、 深さ80cm、 底部は二条に分かれ断面W形。 7号濤と接する。東側の濤は西

側の濤に切られる。

9。 10号溝   22-M区 ～18-N区。巾は共に3.2～3.5m、 深さ1.5m。 断面逆台形、9号濤

は東側が、10号濤は西側がひらき気味に立つ。覆土は16～ 20層 、黒掲色土が縞状に堆積。

11・ 12号溝   11号 濤は18-N区。12号濤は15-0区。共に巾 1.3～ 1.5m、 深さ 1.5～ 1.

2m。 断面形は深鉢状、11号濤は西側が12号濤は東側が急角度に立つ。覆土は12～ 13層 、黒褐色

土と暗黄褐色土が互層をなす。

13号溝   9。 10-P tt。 東端は北へ曲がる。巾 lm、 深さ60cm。

14号溝   8-P区 から南走。 5-L区 で西へ曲がる。 2本の濤が平行して走 り、東側を14
A濤、西側を14B濤 とした。14A濤は巾2.2m、 深 さ1.3m。 断面形は逆台形で底部に段部を有す

る。覆土は16層、ローム粒の混入が顕著。14B溝は巾 2m、 深さ1.0～ 1.2mЬ 断面形は逆台形、

濤底面は平坦。覆土は16層 、最下層上面に大小の礫が集積。

15,16号溝   5-K、 6-L区 で切 り合って存在する。15号濤は巾 1.5m、 深さ23cm。

16号濤は巾1.5m、 深さ43cm。 断面形は共に皿状。

17号溝   3-I・ 」区～ 1-F区 まで南―北に走る。確認面巾不明、底部巾は 2.5m、 深

さ1.3m。 断面形は逆台形、底面は平坦で一部段部を有する。覆土は19層 、中位に大小の礫が流

ヌ、。

出上遺物 (第 38図 、図版 5)

1号溝   1は ミニチュア土器底部、底径 3.2 clk外面に指頭圧痕。胎土密。焼成良好、色

調茶褐色。 2、 3は S字状口縁甕口縁片、胎土密、焼成良好、色調茶褐色、外面斜のハケ、日縁

部は内外面共に強いナデ。

2号溝   1～ 3は天目茶腕片。 1～ 2はやや焼成が甘い。 1は黒色釉、 2は鉄釉、 3は黄
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第38図  溝状遺構出土土器 〔1/4 1/3〕
緑色釉。 1～ 2は瀬戸系。 3が美濃系のもの。 4は灰白色釉が施される志野系の茶碗片。 5は瀬

瀬戸美濃系の近世陶器、片口鉢底都。底径は1lcm、 高台は 1.9cmで ケズリ出し。焼成堅緻、黄緑

色釉、 6～ 7は土師質土器共に盤一部。 7は内外面共に黒色。 8は壷口縁、内外面共ナデ 胎土
密。色調暗茶褐色。

3号溝   1は 壷、口径25.6cm、 頸部径14.2cm、 胴部径48.2cm、 底部径12.8cm、 高さ63cm、
胴部は球状に張る。頸部は内湾気味に立ち、僅かに段部を有する。口縁は折り返される。底部は

焼成後穿孔、外面はハケのちミガキ、口縁はナデ、内面はハケ、頸部は粗いミガキ。色調赤掲色。



焼成は甘い。 2は小型壺口縁片。内外面共にミガキ。色調赤褐色。焼成良好。 3は高罫片。内外

面共にミガキ、口唇部はナデ。色調赤掘色。焼成良好。

4号溝   1壷 口縁片。外面ハケのちナデ、内面 ミガキ、胎土、焼成良好。色調暗赤褐色。

5号溝   lS字 状口縁甕口縁。外面斜方向のち横方向のハケ、口唇部内外面強いヨコナデ。

胎土、焼成良好。色調赤褐色。 2壺底部。外面 ミガキ。色調赤褐色。

6号溝   1壷 。外面ハケのちナデ、内面ハケのちミガキ。胎土、焼成良好。色調赤褐色。

2小型壺。内外面 ミガキのちナデ。胎土、焼成良好。色調茶褐色。 3台付甕脚部。内、外面
ハケ。

胎土、焼成良好。色調茶褐色。

7号濤   1カ ワラケ1/4個体。巻き上げ後ロクロ成形、内外面共にナデ、底部は時計方向

の回転糸切 り。胎土、焼成良好。色調明茶褐色。

8号溝   1甕 肩部。外面粗いハケ。内面細いハケ。胎土、焼成良好。色調赤褐色。

9号溝   1重 底部。外面 ミガキ、底部はハケのちナデ、内面ハケ。胎土、焼成良好。色調

赤褐色。

10号溝   1、 2共に台付甕脚部。共に内面ハケ。胎土、焼成良好。色調茶褐色。

12号溝   1甕 口縁。内外面ハケのちナデ。日唇部刻目。色調黒褐色。 2台付甕脚部。胎土、

焼成良好。色調茶掲色。

14号溝   灯明皿。内外面ナデ、両面にスス付着。胎土、焼成良好。色調明茶褐色。

15号溝   1寮 口縁。内面ナデ。色調茶褐色。 2三底都。色調暗茶禍色。

(吉岡 弘樹 )

第 3節 遺構外の出土遺物
a 土器
第 I群土器 (第39図 1～ 7)

縄文時代早期の土器である。 2類に分類される。

第 1類土器 (1～ 5):縄文時代早期前半、押型文系土器である。出土総数は 6片 と少ない。

1は格子目押型文が施された胴部破片。茶褐色を呈し、器厚 5 mmと薄手のつくりである。

2は粗大な楕円押型文が施されるもの。器厚15mmと 厚手であり、胎土に砂粒と微量の植物繊維

含んでいる。 3・ 4は長さ4 cm程の原体を2つ折りにして「U」 字状の側面圧痕を施したもの。

原体は無節 Rの縄である。胎土に粗い砂粒 。石英、さらに植物繊維をやや多く合んでいる。

器厚は12～ 16mmと 厚手。 5は RL単節縄文が施された胴部破片である。

1・ 5にやや不明な点を残すが、 2～ 4は押型文系土器の中でもその終末期に位置づけられて

いる高山寺式系土器に近い段階のものであろう。

第 2類土器 (6。 7):縄文時代早期後半の土器である。小破片を含めて11片が出土している。

6は平縁の口縁破片。無文土器である。くすんだ褐色を呈し、胎土に植物繊維を多く含んでい
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第39図 遺構外出土土器 (1)〔 1/3〕



る。 7は同様の胴部破片であるが、内・外面に横方向を中心とする擦痕をとどめている。

ともに。早期後半、貝穀条痕文系土器の中でも、茅山上層式を含めた新 しい段階のものと考え

られる。

第 1群土器 (第39図 8～ 12)

縄文時代前期末葉～中期初頭の土器。出土総数は 8片 と少ない。

8は半我竹管による綾杉状の条痕を地文として、結節状の押引文・ボタン状の貼付文が施され

る。胎土に石英を含み、堅緻なつくりである。 9は細い粘土紐を密に貼り付け、さらにヘラ状工

具による鋭い刻み目を加えている。器厚16mrと 厚手、内面研磨される。10は三角形即刻文を口縁

下都にめぐらすもの。11・ 12は縄文を地文とするもの◇原体はともにRL単節縄文。mは平縁の

口縁都破片であり、三角形状の快 り文や裁痕文が施されている。

8は諸磯 C式、 9は前期終末期の土器、10～ 12は五領が台式に相当する。

第Ⅲ群土器 (第39図 13～第40図 48)

縄文時代中期前半～中葉の土器である。 4類に細別した。

第 1類土器 (13～27):主に、楕円形区画により文様帯が構成され、角押文によって特徴づけ

られるもの。

13・ 14は細い施文具によって角押文が施されるものの、区画文構成をとらないものである。15

～25は ほぼ区画文が構成ど〔れる深鉢形土器であり、13・ 14に 比べ、やや太めの施文具により角押

文を描出している。15・ 18・ 19。 23は口縁上部に幅広の無文帯を残サものであり、19は 日唇面に

も 1列の角押文を加えている。26。 27は浅鉢形土器の口縁部破片。一部に「コ」の字状、「アーチ」

状の文様が施されているЭ

第 2類土器 (28～ 34):主に、重帯する三角形区画により文様が構成され、いわゆる三角押文

が施されるもの。

28～32は深鉢形土器。31は上部が内湾する平縁の日縁部破片であり、三角押文とともにキャタ

ピラ文が併用されている。33。 34は専麦鉢形土器。33は三角押文による「アーチ」状の文様を回縁

上部にめぐらし、一部に三角形の狭 り文を施 している。

第 3類土器 (35～43):種々の区画文や舶象文が施されるもので、爪形文やキャタピラ文が多

用される。

35は平縁の日縁部破片、上部に幅広の縄文帯をめぐらし、以下横帯する楕円区画文を施 してい

る。39は口縁上部に一条の沈線がめぐり、胴部に縄文を密に施 している。401よ 区画文が施される

もの。

第 4類土器 (44～48):刻み目のある太い隆帯や扁平な貼 り付け文により、大柄な文様が構成

されるものである。

44は山形状の大きな突起のつく日縁部破片。46は内湾 しながら大きく開く平縁の口縁部破片で
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第41図 遺構外出土土器(3)〔 1/3〕



あり、上部に縦位の沈線文をめぐらしている。

第 1類土器は格沢式、第 2類土器は新道式、第 3類土器 。第 4類土器はそれぞれ藤内式・井戸

尻式に相当しよう。

第V群土器 (第41図49～ 56)

縄文時代中期後半の上器である。 2類に細別 した。

第 1類土器 (49～ 53):曽利系土器を一括 した。

49は頸部付近の破片であり、直線状 。波状の貼 り付け文が施 されている。50。 51は短沈線によ

り、「八」の字状文が施 されるもの。52・ 53は櫛歯状工具による刺突文のみにより文様が構成され

ている。

第 2類土器 (54～ 56):加 曽利 E系土器を一括 した。

54は隆起線区画内に縄文を充填するもの。55・ 56はいわゆる磨消縄文が施されるものである。

縄支原体は54・ 56が RL単節縄文、55が LR単節縄文である。

第 1類土器49は 曽利Ⅱ式、同50～53は曽利Ⅳ～V式に、第 2類土器54～ 56は加曽利 EⅢ～Ⅳ式

に比定される。

第V群土器 (第41図57～ 75)

縄文時代晩期末葉の土器である。

57～59は浮線網状文が施されるもの。57・ 58は胎土に砂粒・石英・白色不透明粒子を多く合み、

器壁は粗い。59は内・外面ともに研磨されている。60～66は回縁上部に数条の沈線をめぐらすも

のであり、63・ 65は内面に 1条の凹線がめぐっている。内・外面ともに研磨される。66の沈線文

部には赤色塗彩の痕跡をとどめている。60～64は深鉢形土器、65・ 66は鉢形土器であろう。67～ 72

・74・ 75は条痕文が施されるものである。67～ 70・ 74は粗い条痕文、71・ 72・ 75は繊細な条痕文

がそれぞれ施 される。74・ 75は底部破片であり、74の底面には「網代痕」をとどめている。73は

無文の胴部破片である。外面斜位、内面横～斜位の研磨が加えられており、焼成も堅級である。

57～59は氷式に比定される。他も同様の時期の所産であろう。

土製品 (第42図 1・ 2)

1は径24cm、 厚さ 3 cmを はかる円盤状の器台である。 4分の 3を欠損する。 2は3.lX3.4clnと

小型の土製円板である。
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第42図 遺構外出土土製品 〔1/3〕
(百瀬 忠幸)
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b 石器 (第43～ 44図、図版 8)
とこで扱う石器類は、遺構外出上のものと、遺構出土のものであっても、

とは時間的に同一でない資料である。

1～ 5 石鏃。石質 :1はチャート、 2～ 5は黒曜汚。 1,17号濤出土。



2.12号濤出土。 3.3号 住居址出土。 4.2号 住居址出土。 5.15号濤出土。有茎鏃。茎部欠
損。 6～ 10.ス クレイパー。石質 :全て黒曜石。 6。 14号濤出土。サイ ドスクレイパー。実測図
裏面の矢印部分は打点。 7.13号溝出土。全周に、使用による細かい象1離がある。 8.表採。矢
印範囲には、使用による細かい象1離がある。 9,表 採。10.15号濤出土。矢印範囲が調整部分。
11.石核。14号濤出土。石質 :黒曜石。打点は 4ヶ 所確認できる。打面は節理面。12.粗製石匙。

石質 :ホ ルンフェルス。13号濤出土。器面の風化著 しく、象1離状態の観察不可能。13.横刃形石

器。石質 :ホ ルンフェルス。13号溝出土。器面の風化著 しく、崇1離状態の観察不可能。14～ 16.

打製石斧。14.短冊形。13号濤出土。石質 :ホ ルンフェルス。素材は横長象1片。15.撥形。12号

濤出土。石質 :片状砂岩。矢印範囲は、刃部が摩耗 している。16.短冊形。 1号住居跡掘 り方出
土。石質 :頁岩。17～ 19、 磨製石斧。17.乳棒状磨製石斧。表採。石質 :超塩基性岩。器面には

成形痕 (敲打痕)が多く残っている。18.不整形の磨製石斧。13号溝出土。石質 :超塩基性岩。
成形痕 (敲打痕)が多く残っている。刃部はほとんど破損 している。19.不整形の磨製石斧。表
採。石質 :凝灰岩。20.磨石。12号濤出土。石質 :安山岩。全体によく磨耗 している。特に矢印

範囲は著 しく磨 り減っている。21,磨石 +凹岩。表採。石質 :疑灰岩。凹部分の周囲約 l cmが磨
耗 している。22.磨石+敲石。16号溝出土。石質 :安山岩。点線部分は少 しくばんでいる。これ
は、整った円錐形ではなく、粗雑で浅い (約 2 mm)。 裏面にも同様のものがある◇矢印範囲には敲

打痕がある。23.24.石 皿。両方とも14号濤から出土 し、石質は安山岩で円錐状の凹を有する。
以上、図示 した資料の他に、次のものが出土 している。打製石斧19点 (短冊形 16・ 撥形 4・ 分銅

形 2:頁岩 5。 粘板岩 2・ ホルンフェルス 3・ 安山岩 1・ 砂岩 4・ 片麻岩 1・ 泥岩 1・ 疑灰岩 1)。
粗製石匙 1点 (ホ ルンフェルス)。 石鏃 2点 (黒曜石 )。 石核 2点 (黒曜石 )。 磨製石斧 4点 (乳棒状
3:砂岩 1・ 緑泥片岩 1・ 超塩基性岩 1、 定角式 1:砂岩 )。 石皿 2(凹・有 1、 凹・.無 1:安山
岩 )。 磨石十敲石 3点 (安山岩 3)。 磨石 2点 (安山岩 1・ 砂岩 1)。 凹石 2点(安山岩 1、 疑灰岩 1)。

加工痕ある象1片 2点 (黒曜石 2)。 使用痕ある剣片 1点 (黒曜石 )。 象1片類180点 (黒曜石169・ チャー

ト3・ 水晶 3・ ホルンフェルス 3・ 安山岩 1・ 頁岩 1)以上述べてきた石器に対 して、石器石材
の同定をしていただいた紫田徹氏の産地推定によれば、15の打製石斧の石材となった片状砂岩は、

小仏層群が産地で、また、様々な石器の材料 となったホルンフェルスの産地は大菩薩峠付近であ

るということである。 (大森 隆志 )

第V章 成果と課題

第 1節 縄文時代の遺構と遺物

(1)土器の分布と遺構のうごき (第45図 1～ 3)

縄文時代早期 :第 I群土器の時期である。本期に伴 う遺構の存在は一切不明である。出土し



た遺物もきわめて微量にとどまるものであったが、前半に比定される第 1類土器 (押型文系土器)

は、発掘区中央部 G～ I-34～ 39グリッドにかけて、後半に比定される第 2類土器 (貝殻条痕文

系土器)は、発掘区西部 K～ O-5～ 8グリッドおよびN・ 0-13～ 16グ リッドにかけてそれぞ
れ分布していた。

縄文時代前期後葉～中期初頭 :第 Ⅱ群土器の時期に相当する。前代同様遺構の存在は確認さ
れていない。遺物は発掘区全体に散漫な分布を示していた。

縄文時代中期前半～中葉 :第Ⅲ群土器の時期。 4期 に細分される。

格沢式期 (第 1類土器)一遺構は検出されていない。遺物はK～ P-5～ 9グリッドおよびM～
O-15～ 22グリッドにかけて、対峙した分布をみせていた。比較的まとまった量の遺物が検出さ

れていることから、上述のグリッドを中心とする調査区域外に、何らかの遺構が営まれていた可

能性は少なくないであろう。

新道式期 (第 2類土器)一第 9号住居址が検出されているのみである。遺物は住居址を中心と

して、 I～ N-2～ 7グ リッドに多く遺存していた。
新道式期 (第 2類土器)一第 9号住居址が検出されているのみである。遺物は住居址を中心と

して、 I～ N-2～ 7グリッドに多く遺存していた。
藤内式期 (第 3類土器) (第 45図 。1)一第 7号住居址、 5号・13号。14号土拡、 1号集石遺構が

本期に帰属される。前代において居住域とされていた発掘区西端部に、墓城的・祭斤E的様相を帯

びた土城群や集石遺構が営まれるようになり、それに応じて、住居址群は発掘区中央部よりに移

行する。遺物は第 7号住居址覆土中および、土拡群が検出 されたF～ 0-2～ 8グリッドに広く
分布していた。

井戸尻式期 (第 4類土器)一第 8号住居址が検出されている。第 7号住居址とは8m程離れる
のみである。遺物は住居址床面上に一括出土したものを除き、他は、M～ P-6～ 9グ リッドを
中心としてまばらに分布していたにすぎない。

縄文時代中期後半 (第45図・2):第 Ⅳ群土器の時期に相当する。 7号土拡および12号土拡
が検出されている。後者にやや不明な点を残すものの、ともに墓欺的色彩をもつものであった。

12号土拡は前代の第 8号住居址床面を切り込んで造られており、中期前半～中葉、藤内式期にみら

れたものと同様な機能空間の占地変化の一端を示している。遺物は時間的・空間的に大きく2群

に分けることが可能であり、曽利 I～ Ⅱ式に代表される古段階はP-8・ 9グ リッドを中心とし
て、曽利Ⅳ～Vに代表される新段階は I～ L-26～ 31グリッドにかけて、それぞれ空間を異にし

た分布が認められた。

縄文時代晩期末葉 (第45図・3): 第V群土器の時期である。遺構は検出されなかったもの
の、K～ N-19～ 27グ リッドにかけて、比較的まとまった量の遺物が出土している。該期におけ

る遺跡の多くが立地上低湿地化傾向を示すなかで、台地上に占地する本遺跡のあり方はやや特異

といえ、今後は、生業形態の相異ないし複合、あるいは季節的な移動といった多方面からの検討

が必要であると思われる。



I.縄文時代中期中葉 第皿群第 3類土器の分布

Ⅱ.縄文時代中期後半 第Ⅳ群土器の分布

肛.縄文時代晩期末葉 第V群土器の分布

曾利 I～ Ⅱ式期

曾利Ⅳ～V式期

□耐
第45図  グツリド別縄文土器出土状況図



(2)住居形態および集落形態の変化 (第 46図 )

今回の調査で検出された縄文時代の住居址 3軒はすべて中期に属するものであり、先にも詳述

したように、中期前半、新道式期 1軒、中期中葉、藤内式期 1軒、同、井戸尻式期 1軒という内

訳けであった。ここでは、住居址の個別的な説明は先の記述に譲 り、これら3軒、 3時期にわた

る住居址相互の形態的相異、また、さらに進んで集落形態の変化といつた問題について若千の整

理を行いたい。

新道式期に属する第 9号住居址は、発掘区西端部 K-4・ 5グ リッドを中心に存在する。濤址

による攪乱等により全体の形状は明らかにしえないが、おおむね円形～楕円形を呈するものと思

われる。柱穴とも考えられるピット5ヶ 所が認められるものの、規則的な配置をとっているとは

いいがたい。ローム面を若千掘 り込んで床面としており、住居址のほぼ中央部に埋甕炉を設けて

いる。炉体土器は口縁部および胴下部を欠損するものの、現在高16cm、 最大径26cmを はかる。炉

の周囲および炉内には焼土の堆積が顕著にみとめられ、炉体土器も上端部を中心に二次焼成を被

っていた。

藤内式期の所産と考えられる第 7号住居址は覆土中の遺物がいわゆる “吹上パターン"に近似

したあり方を呈していたことによって注目された。ローム層を深 く掘 り込んで構築されているも

のの、第 9号住居址同様、柱床の配置は不明瞭である。平面形は不整円形を呈し、ほぼ中央部に

石囲炉が作 られている。検出時は「 L」 字状をとどめるのみであったが、本来は一辺50～ 60cm程

をはかる方形の石囲炉であったと思われる。炉の深さは縁石の上端より15cm程度をはかるのみで

比較的浅いつくりである。

井戸尻式期末に帰属する第 8号住居址は、上述の第 7号住居址とは対象的に、略完形および大

形破片が床面上に一括遺存しており、一般に “井戸尻パターン
"と 称されてきた遺物の出土状態

を呈していたことが注意された。ローム層を全く掘 り込まず、ローム層上面を床面としている。

土拡に切 られていることもあって全体の形状に不明な点を残すが、径 6～ 7m程の規模が推定さ

れる。柱穴と考えられるピットもいくつか検出されているが、定形的な配列とはなりえていない。

炉址は扁平な大形礫 と口縁部および胴下部を欠く深鉢形土器とによって石囲埋甕炉としている。

本来は現存するものと同様な大形礫が全周していだことが考えられ、略円形、石の内辺40cm程

をなしていたものと思われる。縁石上端よりの深さは35cm程 と深めである。

以上、今回検出された縄文時代の住居址について、時期を追ってその概略を述べた。そこでも

明らかなように、良好な保存状態を保つて検出された住居址が皆無であったことから、時期を異

にする各々の住居址の総括的な検討は困難といわざるをえない。とはいえ、次に列記するように、

いくつかの問題点を指摘することは可能であると思われる。

(1)中期前半～中葉の所産である3軒の住居址は、ともに、柱穴配置が規則的とはなりえてい

ない。

(2)新道式期に比定される第 9号住居址 と藤内式期に比定される第 7号住居址は、ともに程度
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の差こそあれ、ローム覆を掘 り込んでいるのに対し、井戸尻式期の中でも新 しい段階に帰属する

第 8号住居址はローム層上面を床面としている。ローム層を掘 り込まずにその上面を床面として

いる例は、井戸尻式期末における住居址に多々見られるようであり、中期中葉～中期後半に移り

変わる変革点として、住居址構造の変化にとどまらず、集落構造ひいては集落相互の諸関係に大

きな変動が認められる該期の一様相を物語るものと解することもできよう。

(3)炉形態については、新道式期―埋甕炉、藤内式期― (方形)石囲炉、井戸尻式期― (円形 )

石囲炉埋甕炉という変遷が認められる。本遺跡で確認された、この埋甕炉→ (方形)石囲炉→ (

円形)石囲埋甕炉という新道式期～井戸尻式期における炉形態の変遷は、おおむね、それぞれの

時期にPD・ける一般的なあり方として理解できる。

(4)藤内式期と曽利式期には、それぞれ前代とのあいだに、土拡群を合めた集落構造の変化が

想定される。先にも述べたように、住居址への土拡群の接近・重複、さらに、土器の分布上の差

違などによって示されるこの変化は、発掘区域が幅 4mの トレンチ状をなすにとどまることから、

一概に断定すべきではないものの、土拡・集石の多くが墓拡的・祭iE的様相 を強 くもつことを重

視するならば、居住域の墓域ないし祭斤E的な場への変化、すなわち、日常的な空間から非日常的

な空間への変化、あるいは居住空間の移動として把えうる可能性を多分に内包しているものと考

えられる。藤内式期の中でも古い段階および井戸尻式期末から曽利式期にかけての段階、さらに、

曽利式期の新 しい段階において把えられるこの集落構造の変革は、本遺跡のみならず、八ヶ岳山

麓を含めた長野県域でも同様に認められ、今後は、こうした前提に立って、そうした “うごき"

をもたらすことになった社会的背景を、旧来の視点にとらわれないより広い視野から探ることが

強く要求されよう。

以上、本遺跡から得られた縄文時代の遺構・遺物についての雑薄な整理を行ってきたが、その

検討の曖昧さや不十分さは別にして、第 8号住居址一括出土土器や13号土拡など従来類例に乏し

かった資料を提出しえたことの重要性は高いと考えられる。 (百瀬 忠幸)

第 2節 古墳時代以降の遺構と遺物
今回の調査によって検出された古墳時代以降の遺構は、住居址 6軒、土拡 3基、濤状遺構17本

を数えた。特に溝状遺構は約 300mの発掘区のほぼ全域に亘って検出され、その有様は本追跡の

特異性を示すものである。ここでは住居址 (集落)、 濤状遺構との二種に大別し、その関連性をも

考慮しつつ若干の検討を加えたい。

a 住居址 (集落)に ついて
本調査によって検出された住居址は 6軒を数える。しかし発掘区が4m巾であるという条件に

制約されて完掘しえた住居址はない。また、前述した濤状遺構の存在、耕作による削平等により、

遺存状態は極めて悪く、遺構本来の姿を窺うには充分とはいえなかった。検出された 6軒の住居

址のうち、その1/2以上を確認したものは 3号住居址 1軒のみであり、推定を加えても住居址



の形態、規模を判断しえるものは 2号～ 5号の各住居址の4軒である。そのうち3号住居址が不

整円形を呈し、他は隅九長方形を呈すると考えられる。規模も明確にはしえないが、 3号住居址

が径 2.5～ 3 mrを 測るものと考えられ、他は全て一辺のみの計数値であるが、 4.1～ 5。 lm程で

県内当該期の住居址例に比較してもほぼ平均的な数値である。主軸方位もN-20生 Eを 中心に集

中しており僅か4軒の推定値による検討ではあるが、ほぼ同一方位をとるものといえよう。

住居址の時期については、時代決定の根製となりうる土器の出土が少なく、住居址間相互にお

ける前後関係の確定も不可能であり、切りあい関係にあった 1号住居址→ 2号住居址、 5号住居

址→ 6号住居址の前後関係が確認しうるのみであった。県内特に峡西地域に於いてその土器内容

が明らかにされている遺跡は甲西町・住吉遺跡、櫛形町・六科丘遺跡、同曾根遺跡等があげられ

るがそれらと本遺跡とを比較すると、台付甕、小型壺など住吉遺跡例とは系統的に異質であり、

時代的にも本遺跡例は後出するものといえる。六科丘遺跡例とも若千平行しつつも、やゃ後出す

るものであり、古墳時代初頭の年代を与えておきたい。

ところで一般的に弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての住居址形態の変遷は関東南部・静

県東部では、小判形・不整円形から隅丸方形へ移行するといわれている。本遺跡においては 3号

住居址が不整円形を呈し、規模も他に比し小型である。土器からみる限り、 3号住居址が他住居

址に比し、時代的に遡るとは考えられず 3号住居址に認められる形態的な特殊性は同一時期集落

内における社会構成上の何らかの要因を考えるべきものといえよう。

遺跡は東―西にのびる台地の】ヒ縁に位置し、東端には小谷が刻まれている。集落は遺跡の東半

部小谷を望む台地縁辺に形成されている。更に漆川によって開析された谷をへだて、北方六科山

丘陵南西面には六科丘追跡が存在して相対している。台地上に巾僅か4m区域を設けただけの発

掘であり集落の一部を確認したに過ぎず、本来の集落の規模、形態等は勿論明らかにしえたわけ

ではない。その段階で集落の内容、性格等に言及する事は避けねばならないが、ともかく甲府盆

地西縁の丘陵縁辺に位置する上の山遺跡の存在は、近隣する住吉遺跡、六科丘遺跡、曾根遺跡等

と共に甲府盆地における古墳時代成立を考えるうえでその社会の発展 。成熟の過程、あるいは多

様性を窺わせる点でも興味深い。

b 溝状遺構
本遺跡から検出された17本の濤状遺構にどの様な年代を与えるべきかについては判断資料とな

りうる遺物に乏しく判断をなしえないのが実情であるがとりあえず遺構の断面形態、覆土等から

若干の分析を行なった。まず断面形態であるが、 I類 として 1・ 2・ 7号の各濤状遺構は漏斗状

を呈している。Ⅱ類として 3・ 4・ 9。 10。 14A・ 14B。 17号の各濤状遺構は逆台形を呈し、Ⅲ

類として 6・ 8・ 11・ 12号の各濤状遺構は深鉢形を呈している。

尚、 8号濤状遺構は何本かの濤状遺構を収束した様相を示しており、W字状断面を持つものと

もいえる。次いで覆土の様相についてであるが、A類として 2・ 3・ 4・ 9。 10。 11。 12号の各

濤状遺構は黒褐色土層の堆積が顕著である。 B類として 6・ 7・ 8・ 14A・ 14B・ 17号の各濤状遺構



はローム粒の混入が顕著で黒褐色土粒は混入するものの単一層としての形態をなしてはいない。

最後にC類として 1号濤状遺構ではロームブロック、黄白色軽石ブロックが人為的堆積の様相を

示している。また、14B、 17号濤状遺構はその状態は異とするものの覆土内に礫の存在が顕著で

ある。A類の黒禍色土は本遺跡基本土層中には見出されず、14号土拡 を除 く古墳時代初頭の所産
とした住居址、土拡覆土に認められたものである。勿論肉眼観察によるもので、土壌学的分析を

経たものではないが示唆に富む様相といえよう。出土遺物についても 3・ 4・ 9・ 10。 12号の各濤

状遺構からは、古墳時代初頭の遺物を中心 として、 2・ 7・ 14B号各濤状遺構からは中世以降の

遺物を中心として認められている。特に 3号濤状遺構覆土からは焼成後底部穿孔された大型壺が

遺棄された状態で検出された。とは2/3個 体程出土しており、完全な球形の胴部からやゃ内湾
気味に立ち上がって折 り返 し口縁部に至る形状を持つもので古墳時代初頭の年代を与えたい。平

面的には、 9。 10号及び11・ 12号濤状遺構が興味ある状態で検出されている。すなわち、 9・ lo

号滞状遺構は両者で「ハ」の字形を示 しており、発掘区北側で直交する位置関係になる。前述 し

た様に覆土、断面形等などからも別個の濤とするより同一の濤と考えた方が妥当性がある。また

11・ 12号濤状遺構についても11号濤は 「く」の字形に折れ12号濤に封 して一辺は平行 し、他辺は

直交する関係となる。この両者も覆土、断面形など共通する要素をもち、一辺 9m程 を測 り平面
「コ」の字形或いは方形を呈する同一の濤と考えたい。更に各々の内側にあたる壁が外側の壁に対

して、急角度の立ち上がりをみせ同一の濤とする傍証ともなろう。道路巾の発掘の為、全容を確

認する事は不可能で、推測にたよる部分が少なくないとはいえ、底部穿孔土器を出土 した 3号濤

及びそれと共通する覆土を持ち、前述 した様な傾向を示す 9。 10号及び11・ 12号濤状遺構に関し

て方形周溝墓の可能性 を指摘 しておきたい。

仮にこの二者を方形周濤墓とする事が可能であるならば住吉遺跡から検出されている方形周濤

墓などと共に、県内における弥生時代末期から古墳時代への過程を検討する上で重要な資料で提

供 したものといえよう。

紙数の関係上、方形周濤墓と集落址 との関係、それらの山梨県内における歴史的位置、また中

世の遺物を伴 う濤状遺構の問題について全 く言及できなかった。それらについては今後、検討・

報告する責務のあることを最後に明記 しておきたい。             (清 水 博 )

引用・参考文献

① 文化庁、文化財保護部「全国遺跡地図―山梨県」 国土地理協会 1981
② 松浦宥一郎他「物見塚古墳」 櫛形町教育委員会 1983
⑥ 関根孝夫他「六 科 丘Ь 1983六科丘遺跡調査回
④ 住吉遺跡調査団「住吉遺跡」 甲西町教育委員会 1981
山崎金夫「西田遺跡」 山梨県追跡調査団 1978
未木健也 些「山梨県敷島町金の属追跡調査略報」『長野県考古学会誌」36 1980
ク 「豆塚追跡」 山梨県教育委員会 1984
小林広和他「上 の 平」山梨県教育委員会 1980
佐々木藤雄他「帷子峰追跡」 横浜新道三ツ沢ジャンクション追跡調査会 1984
橋本博文  「甲府盆地の古墳時代における政治過程」

『 甲府盆地―その歴史と地域性』 地方史研究協議会 1984
佐原真 他「弥生式土器、 I・ Ⅱ」 ニュー・サイエンス社 1983



図版 l

上の山遺跡

遠景

上の山遺跡

近景

3号住居址



図版 2

7号住居址

8号住居址

9号住居址



図版 3
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図版 5
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図版 6
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図版 7

出土遺物
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図版 8
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